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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
る
シ
テ
ィ

ー
フ
ィ
ー
ル
ド
を
本
拠
地
と
す

る
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
・
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
︵
Ｍ
Ｌ
Ｂ
︶
チ
ー
ム
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ツ
は
８

月
25
日
︵
金
︶
午
後
６
時
か
ら
、

﹁
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ヘ
リ
テ
ー

ジ
・
ナ
イ
ト
﹂
を
開
催
す
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
同
日
午
後
７
時

10
分
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

メ
ッ
ツ
対
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
戦
の
前
に
行
わ
れ

る
。在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
、

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商

工
会
議
所
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
、
全
米
日
系
人
博
物

館
、
米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
り

開
催
さ
れ
る
。
試
合
前
の
大
型

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
で
、
Ｎ
Ｙ
の
日

系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紹
介
す
る

ビ
デ
オ
を
流
す
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入
し
、
当
日
の
試
合

中
︵
５
回
裏
終
了
ま
で
︶
に
セ

ク
シ
ョ
ン
１
３
０
後
方
の
団
体

販
売
引
き
換
え
ブ
ー
ス
で
デ
ジ

タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
を
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
、
２
０
２
３
年
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
ナ
イ
ト
・
メ
ッ
ツ

限
定
帽
子
が
も
ら
え
る
。
球

場
は
地
下
鉄
７
番
線
のM

ets 
W

illets Point

駅
の
前
。

　

入
場
料
は
35
ド
ル
50
セ
ン
ト

〜
１
４
７
ド
ル
50
セ
ン
ト
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://w
w

w
.m

lb.com
/

m
ets

を
参
照
す
る
。

JAPANESE HERITAGE NIGHT

球場で日本文化祝う

メッツの千賀のユニフォームを来て歩く若者（７月 28 日マンハッタン６番街で、写真・三浦良一）

８月 25 日シティーフィールドで

　

ビ
ル
ド
ス
ト
ー
ン
︵
本
社
東

京
都
港
区
、
建
石
俊
之
社
長
︶

は
、
7
月
に
農
林
水
産
省
支
援

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
て
、
米

国
に
冷
凍
す
し
を
本
格
的
に
初

輸
出
し
た
。
同
社
は
、
日
本
に

お
い
て
最
近
、
冷
凍
技
術
の
活

用
が
進
ん
だ
こ
と
を
受
け
、
２

月
か
ら
農
林
水
産
省
補
助
事
業

︵
令
和
４
年
度
農
林
水
産
物
・

食
品
輸
出
促
進
緊
急 

対
策
事

業
︶
に
取
り
組
み
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
て
﹁
メ
イ
ド
イ
ン
ジ

ャ
パ
ン
で
ネ
タ
と
シ
ャ
リ
が
一

緒
の
す
し
﹂
を
冷
凍
し
て
、
輸

出
す
る
枠
組
み
の
構
築
を
進
め

て
き
た
。

　

す
し
製
造
に
は
国
内
の
す
し

メ
ー
カ
ー
数
社
に
依
頼
し
、
そ

の
中
で
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
規
制

に
対
応
で
き
る
会
社
を
選
定
。

提
携
す
る
冷
蔵
施
設
業
者
の
マ

イ
ナ
ス
60
℃
の
技
術
で
、
す
し

を
瞬
間
冷
凍
し
た
。

　

米
国
に
す
し
を
輸
出
す
る
に

は
、
ア
メ
リ
カ
食
品
医
薬
品

局
︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶
や
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
関

連
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
︵
水
産
物
輸
入

監
視
制
度
︶
等
の
厳
し
い
基
準

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
同
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
そ
の
調
整

を
入
念
に
行
っ
た
こ
と
で
、
当

初
予
定
よ
り
3
か
月
余
計
に
時

間
を
要
し
た
。
荷
物
は
6
月
29

日
に
名
古
屋
港
か
ら
出
て
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
港
に
7
月
14
日
入

港
。
Ｆ
Ｄ
Ａ
／
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
／
Ｓ

Ｉ
Ｍ
Ｐ
の
認
可
を
受
け
て
、
7

月
20
日
に
通
関
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
展
示
会

は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
サ
ン
セ

ッ
ト
パ
ー
ク
地
区
に
あ
る
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
７
月
29
日
に

開
催
。
当
日
は
多
く
の
来
場
者

に
、
そ
の
場
で
解
凍
し
た
す
し

が
振
舞
わ
れ
、
当
初
予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
約
２
７
０
人
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
得
ら
れ

た
。
来
場
者
か
ら
は
、﹁
本
格

的
な
日
本
の
お
す
し
の
繊
細
さ

に
感
銘
を
受
け
た
﹂
と
大
好
評

だ
っ
た
。

　

な
お
会
場
で
は
、
今
秋
酒
米

を
仕
入
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
す
る

予
定
の
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
日

本
酒
も
振
舞
わ
れ
こ
ち
ら
も
好

評
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
す

し
と
日
本
酒
の
本
格
的
な
メ
イ

ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
を
楽
し
ん

だ
。
今
後
同
社
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を

中
心
に
、
現
地
の
小
売
店

や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
冷
凍
す

し
を
卸
し
て
い
く
方
針
。
ア

メ
リ
カ
市
場
で
の
実
績
を
基

に
し
、
欧
州
・
中
東
・
ア
ジ

ア
へ
の
進
出
も
目
指
す
。

　

米
国
現
地
責
任
者
の
Ｊ
Ｗ

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
イ
ン
ク
代
表

の
新
井
幸
子
さ
ん
は
﹁
自
然

解
凍
で
２
時
間
必
要
な
た

め
、
買
っ
て
す
ぐ
に
食
べ
た

い
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
湯
煎
対
応
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
し
て
い
る
が
、
電

子
レ
ン
ジ
で
の
解
凍
な
ど
課

題
も
み
え
た
﹂
と
話
す
。
に

ぎ
り
６
貫
が
入
っ
て
、
円
換

算
で
２
５
０
０
円
程
度
の
小

売
り
販
売
を
見
込
む
。

農
林
水
産
省
が
後
押
し

Ｎ
Ｙ
で
試
食
イ
ベ
ン
ト
開
催

冷凍すし米上陸

冷凍すしを手にする新井さん（７月 29 日ジャパンビレッジで）

www.saitollp.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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https://www.mlb.com/mets


2023 年（令和 5 年）8 月 5 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［広　告］　　(2  )

https://chieimai.com/


(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）8 月 5 日（土）

８月 NY 日系人会の行事

定期クラス　生徒募集中！
火曜 10:45am-11:45am 太極拳 (8/1 休み )
火曜 1pm-4pm 書道クラス (8/1 休み )
水曜 10am-12pm 裏千家茶道クラス (8/2 &30 休み )
金曜 1:15pm-3pm JAA コーラス (8/4&11 休み )

■ 8 月 5 日（ 土 ）10am-2pm 「 夏 の フ リ ー マ ー ケ ッ ト 」
COVID-19 ＆新会館への移転後初めてのフリーマーケットを
行う。新会館は台所の設備上、調理に制限があるため、うど
ん、カレーは出来ないが、お稲荷、赤飯、焼きそば、チキン
の竜田揚げ、菓子類などの食事コーナーを設置する。

■ 10 日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談室 ( 移民法以外 )」。要予約。各 30 分。

■10日（木）12pm-「夏のお盆敬老会」盆踊りを楽しみましょう！ 
IWAKI バンドの演奏と Bon ダンサーの盆踊り。参加、ピッ
クアップ、ランチデリバリー希望者は要予約。8 月のお誕生
会もします。会費＄5

■ 14 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、佐々木のりさん、津田やすこさん、小林はるかさ
んがヘアカットを行う。早めに要予約。

■８月 17 日（木）10am-12pm 「三木克己弁護士による米国移
民法の無料電話相談室」相談希望者は要予約。各 15 分。

■ 20 日（日）8am-12pm 「第 37 回 JAA 外務大臣杯軟式野球大
会決勝戦」セントラルパークノースメドー球場で行われる。
今年のチャンピオンが決定する。天候によりスケジュールの
変更があるので注意する。

■ 24 日（木）10:30-11:30「焼山元恵さん指導しあわせ運びた
〜い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」参加費 $5　誰でも参加可能。

■ 25 日（金）ジャパニーズ・ヘリテージ・ナイト @Citi Field
　プログラムは 6pm-、ゲーム開始は 7:10pm 大谷翔平選手の

Los Angeles Angels 対 千賀滉大選手の New York Mets
　チケット・詳細はウェブサイト https://offer.fevo.com/an-

gels-at-mets-rxlrdhn-f9c8c47?fevoUri=angels-at-mets-rxl-
rdhn-f9c8c47%2F

第 17 回秋のヘルスフェアの企画募集中
　今年も 9 月 8 日から 10 月 1 日まで、会場とオンラインのハ

イブリッドで開催。全年齢を対象にした健康で安全な生活を
サポートする企画をお待ちしています。

JAA チャリティーゴルフ大会参加者募集中
　10 月 16 日（月）恒例の第 29 回 JAA チャリティーゴルフ大

会を New York Country Club で開催します。

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
矢
野
顕
子
の
４
年
ぶ
り

と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
22

日
︵
日
︶
午
後
６
時
か
ら
、
ジ

ョ
ー
ズ
・
パ
ブ
︵Joe's Pub

　

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
通
り
４
２
５

番
地
︶
に
て
開
催
さ
れ
る
。
ウ

ィ
ル
・
リ
ー
︵
ベ
ー
ス
／
ボ
ー

カ
ル
︶
と
ク
リ
ス
・
パ
ー
カ
ー

︵
ド
ラ
ム
︶
の
ト
リ
オ
で
登
場

す
る
。

　

矢
野
は
１
９
７
６
年
に
ソ
ロ

デ
ビ
ュ
ー
。
１
９
９
０
年
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
。
日
本
と

Ｎ
Ｙ
を
行
き
来
し
な
が
ら
音
楽

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
最
新

ア
ル
バ
ム
は
、
６
人
目
の
日

本
人
宇
宙
飛
行
士
で
あ
る
野

口
聡
一
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
﹃I W

ant to See Y
ou 

So B
adly

﹄︵
２
０
２
３
︶
で
、

野
口
氏
が
２
０
２
０
年
の
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
長
期
滞
在

中
に
書
い
た
歌
詞
に
矢
野
が
作

曲
し
た
。

　

入
場
料
は
35
ド
ル
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://publictheater.
org

/produ
ction

s/joes-
pub/2023/a/akiko-yano-
trio/

を
参
照
す
る
。

矢野顕子トリオ
４年ぶりライブ

10 月 22 日ジョーズ・パブで

　

一
般
財
団
法
人
ピ
ー
ス
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
財
団
︵
一
木

広
治
代
表
理
事
＝
写
真
＝
︶
は

7
月
19
日
、
国
連
本
部
で
﹁
国

連
を
支
え
る
世
界
こ
ど
も
未
来

会
議
〜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
イ

ベ
ン
ト
・
イ
ン
・
Ｎ
Ｙ
﹂
を
開

催
し
た
。
第
２
部
で
は
、
協
賛

し
て
い
る
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
会

場
に
い
る
キ
ッ
ズ
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
と
日
本
に
い
る
キ
ッ
ズ
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋

ぎ
、
遠
く
に
い
る
人
の
鼓
動
を

光
と
振
動
で
感
じ
る
遠
隔
触
感

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を

実
践
。
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
は
、
﹃
シ
ェ
イ
プ
・
オ
ブ
・

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹄
と
題
し
、
こ
ど
も
た
ち
の

未
来
に
向
け
た
﹁
声
﹂
を
集
め

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
も
と
に
Ｍ

Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
楽
曲
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
で
制
作
し
た
、
国
連
を
支

え
る
世
界
こ
ど
も
未
来
会
議
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
披
露
し
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
国
連
で
演
奏

す
る
の
は
国
連
日
本
政
府
代
表

部
が
主
催
し
た
ピ
ー
ス
・
イ
ズ

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
以
来
７
年
ぶ

り
。
変
わ
ら
ぬ
演
奏
を
見
せ
、

会
場
を
沸
か
せ
た
。

︵
写
真
・
三
浦
良
一
︶

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｖ
Ｉ
国
連
で

ピ
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
財
団

世
界
こ
ど
も
未
来
会
議

　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
コ
ン

サ
ー
ヴ
ァ
ン
シ
ー
と
ジ
ャ
ズ
モ

ー
バ
イ
ル
共
催
の
ジ
ャ
ズ
公
演

﹁
グ
レ
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ン
・

ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
ヒ
ル
﹂
が
８

月
12
日
︵
土
︶
午
後
４
時
か
ら

７
時
ま
で
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
の
グ
レ
ー
ト
ヒ
ル
に
て
開
催

さ
れ
る
。
グ
ラ
ミ
ー
賞
７
回
ノ

ミ
ネ
ー
ト
経
験
の
あ
る
ボ
ビ

ー
・
サ
ナ
ブ
リ
ア
率
い
る
マ
ル

チ
バ
ー
ス
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
が
、

６
時
頃
か
ら
出
演
す
る
。
同
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
に
は
、
ド
ラ
マ
ー

の
平
生
喬
士
︵
へ
い
し
ょ
う
・

た
か
お
︶
が
所
属
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
作
曲
を
手
が
け
る
。

軽
快
な
ア
フ
ロ
キ
ュ
ー
バ
ン
ジ

ャ
ズ
が
楽
し
め
る
。

　

入

場

無

料
。

会

場

へ

は

１
０
６
丁
目
と
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
・
ウ
エ
ス
ト
の
入
口

か
ら
入
る
。
椅
子
や
敷
き
物

の
持
参
を
奨
励
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
centralparknyc.org

ア
フ
ロ
キ
ュ
ー
バ
ン
ジ
ャ
ズ

ド
ラ
マ
ー
の

平
生
が
出
演

https://2023.jazz.org/visiting-presenters
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （17）

    

国
籍
法
訴
訟
が
続
く
秋

　

国
籍
法
改
正
を
求
め
る
訴
訟

が
続
き
ま
す
。
福
岡
訴
訟
第
５

回
期
日
︵
８
月
21
日
︶
、
京
都

発
！
大
阪
訴
訟
第
３
回
期
日

︵
９
月
29
日
︶
、
未
成
年
者
に
つ

い
て
の
東
京
訴
訟
第
２
回
期
日

︵
10
月
２
日
︶
で
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
籍
法

11
条
に
よ
っ
て
外
国
籍
を
取
得

し
た
と
た
ん
に
日
本
国
籍
が
自

動
的
に
奪
わ
れ
ま
す
。
日
本
国

内
に
い
な
が
ら
日
本
国
籍
を
失

っ
た
人
、
海
外
在
住
で
日
本
国

籍
を
失
っ
た
人
、
国
籍
を
失
っ

た
こ
と
を
知
ら
ず
に
帰
国
し
て

不
法
滞
在
外
国
人
と
さ
れ
た

人
、
海
外
在
住
で
日
本
国
籍
を

維
持
し
た
い
た
め
に
現
地
で
帰

化
で
き
な
い
人
な
ど
が
多
く
存

在
し
ま
す
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
日
本

国
籍
が
な
い
人
の
日
本
帰
国
や

長
期
滞
在
が
難
し
く
な
り
、
親

の
死
に
目
に
会
え
な
か
っ
た
人

た
ち
が
多
数
い
ま
す
。
日
本
国

籍
を
喪
失
し
た
人
た
ち
の
相
談

を
数
百
件
も
受
け
て
き
た
米
国

在
住
の
近
藤
ユ
リ
弁
護
士
が
、

一
時
帰
国
し
た
日
本
か
ら
の
再

出
国
が
難
し
い
当
事
者
と
な

り
、
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。

 

あ
な
た
は
不
法
滞
在
の
外
国

人
！

　

女
性
の
大
学
教
授
も
訴
訟
を

起
こ
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
国
籍

を
取
得
し
た
後
、
18
年
に
親
の

介
護
の
た
め
に
帰
国
。
国
籍
喪

失
届
が
申
請
書
類
の
不
備
を
理

由
に
受
理
さ
れ
ず
、
日
本
国
籍

が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
翌
年
、
旅
券
を
申
請
し

た
と
こ
ろ
日
本
国
籍
は
失
わ
れ

て
い
る
と
し
て
拒
否
さ
れ
、﹁
不

法
滞
在
の
外
国
人
﹂
と
宣
言
さ

    

日
本
は
民
主
主
義
国
か
？

　

日
本
は
男
女
平
等
指
数
が
世

界
１
２
５
位
。
報
道
の
自
由
ラ

ン
キ
ン
グ
が
世
界
68
位
で
す
。

６
月
ま
で
は
日
本
だ
け
が
先
進

Ｇ
７
諸
国
の
中
唯
一
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

支
援
法
が
無
い
国
で
し
た
。
日

本
が
民
主
主
義
国
と
し
て
胸
を

張
る
に
は
、
国
籍
法
11
条
改
正

も
含
め
て
そ
の
体
制
を
整
え
る

時
で
す
。

　

こ
の
秋
の
裁
判
や
報
告
集
会

な
ど
の
日
程
は
以
下
の
サ
イ
ト

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

http://
yum

ejitsu.net/

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

日
本
は
民
主
主
義
国
か
？

　

国
籍
法
訴
訟
秋
の
陣

れ
た
の
で
す
。
出
国
を
望
め
ば

強
制
退
去
と
な
り
、
5
年
間
は

日
本
へ
の
帰
国
が
拒
ま
れ
る
状

況
で
す
。
教
授
は
﹁
家
族
介
護

の
帰
国
が
不
法
滞
在
扱
い
を
受

け
る
の
は
理
不
尽
だ
﹂と
し
て
、

日
本
国
籍
を
持
つ
こ
と
の
確
認

や
旅
券
発
給
な
ど
を
求
め
て
大

阪
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。

 

海
外
で
活
躍
す
る
日
本
人
に
冷

酷
な
国
籍
法

　

海

外

在

住

日

本

人

は

１
３
０
万
人
を
超
え
、
そ
の
約

6
割
が
長
期
滞
在
者
で
す
。
世

界
１
５
０
か
国
が
複
数
国
籍
を

認
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
必

要
に
迫
ら
れ
外
国
籍
を
取
得
し

た
南
部
陽
一
郎
、
中
村
修
二
、

眞
鍋
淑
郎
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
各
氏
も
日
本
国
籍
を
は
く
奪

さ
れ
ま
し
た
。
ビ
ザ
発
行
の
条

件
と
し
て
﹁
自
ら
の
意
思
で
日

本
の
国
籍
を
放
棄
す
る
﹂
と
い

う
書
類
に
サ
イ
ン
を
迫
ら
れ
た

人
も
い
ま
し
た
。
本
人
の
意
思

を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
海
外

で
活
躍
す
る
日
本
人
の
国
籍
を

奪
う
こ
と
は
、
大
き
な
国
益
の

損
失
で
す
。

バ
ス
５
路
線
が
無
料 

低
所
得
層
利
用
促
進

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日

本
人
指
揮
者
、
伊
藤
玲
阿
奈

氏
︵
44
︶
が
７
月
20
日
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
連
代
表
部
の
セ
ル
ゲ

イ
・
キ
ス
リ
ツ
ァ
特
命
全
権
大

使
か
ら
長
崎
市
民
へ
向
け
た
公

式
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

っ
た
＝
写
真
＝
。
伊
藤
氏
は
こ

の
親
書
を
日
本
へ
持
っ
て
、
8

月
6
日
に
長
崎
原
爆
資
料
館
で

２
０
１
８
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
候
補
に
も
な
っ
た
﹁
高
校
生

平
和
大
使
﹂
に
手
渡
す
。

　

再
来
年
に
控
え
る
戦
後
80

年
・
国
連
80
周
年
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
の
運
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
伊
藤
氏
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
ほ
か
に
も
国
連
経
済

社
会
理
事
会
の
議
長
か
ら
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
公
式
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

日
本
の
石
兼
国
連
大
使
か
ら
も

公
式
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

り
、長
崎
市
長
な
ど
に
渡
し
て
、

対
話
や
音
楽
を
通
じ
て
市
民
と

国
際
的
な
観
点
か
ら
平
和
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
活
動
を
行
う
。 

　

伊
藤
さ
ん
は
、
高
校
時
代
を

長
崎
で
過
ご
し
、
国
連
で
働
く

こ
と
を
夢
見
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
に
留
学
し
た
経
歴
を
持
つ
こ

と
か
ら
こ
の
企
画
の
発
起
人
と

し
て
代
表
部
と
の
交
渉
に
自
ら

当
た
っ
た
。﹁
世
界
中
の
人
が

生
活
す
る
Ｎ
Ｙ
で
何
十
年
も
生

活
し
て
い
る
と
、
と
て
も
平
和

で
、
か
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
も

盛
ん
な
自
分
の
母
国
を
本
当
に

誇
り
に
感
じ
ま
す
。
国
際
的
な

感
覚
か
ら
平
和
とSD

G
s

を

学
び
直
す
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、
愛
す
る
母
国
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
﹂
と
話
し
て
い
る
。

指
揮
者
の
伊
藤
玲
阿
奈
さ
ん

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
連
大
使
の
親
書

　
長
崎
へ
平
和
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

　

国
連
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ

ー
レ
ス
事
務
総
長
は
７
月
27

日
、
﹁
地
球
温
暖
化
の
時
代
は

終
わ
っ
た
。
地
球
沸
騰
化
の
時

代
が
到
来
し
た
﹂
と
述
べ
た
。

７
月
１
日
か
ら
23
日
ま
で
の
世

界
の
平
均
気
温
は
摂
氏
16
・
95

度
で
、
7
月
と
し
て
最
も
暑
か

っ
た
２
０
１
９
年
の
16
・
63
度

を
大
幅
に
上
回
る
の
は
﹁
ほ
ぼ

確
実
﹂
と
世
界
気
象
機
関
︵
Ｗ

Ｍ
Ｏ
︶
と
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
気
候

変
動
サ
ー
ビ
ス
が
発
表
し
た
こ

と
を
受
け
て
の
発
言
。
事
務
総

長
は
ま
た
、﹁
異
常
気
象
が
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
な
り
つ
つ
あ

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
8
月
6
日
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
る
日
本
映
画
の
祭
典
﹁
ジ

ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
﹂
で
、
7

月
29
日
、
故
坂
本
龍
一
さ
ん

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

﹁T
okyo m

elody: un film
 

る
﹂
と
語
り
、
世
界
各
国
が
気

候
変
動
対
策
の
た
め
の
行
動
を

す
ぐ
起
こ
す
べ
き
と
訴
え
た
。

　

夏
を
迎
え
て
い
る
北
半
球
の

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

ジ
ア
な
ど
各
地
で
熱
波
が
襲
っ

て
い
る
。
日
本
で
は
東
京
で
も

摂
氏
39
度
を
超
え
る
日
が
あ
る

な
ど
記
録
的
猛
暑
が
続
い
て
い

る
。
米
国
立
気
象
局
に
よ
る

と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
人
口
の

お
よ
そ
３
分
の
１
に
あ
た
る

1
億
１
３
０
０
万
人
に
対
し
て

暑
さ
に
関
す
る
勧
告
が
出
て
い

る
。
特
に
南
部
と
南
西
部
で
猛

暑
が
続
い
て
い
て
、
ア
リ
ゾ
ナ

州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
は
最
高
気

温
が
華
氏
１
１
０
度
︵
摂
氏

43
・
３
度
︶
以
上
の
日
が
29
日

連
続
︵
7
月
28
日
時
点
︶
と
過

去
の
記
録
を
更
新
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
で
火
傷
す
る
人
も
出
て
い

る
。
北
東
部
は
猛
暑
に
は
な
っ

て
い
な
い
も
の
の
、
Ｎ
Ｙ
市
で

は
暑
さ
に
関
連
し
た
緊
急
治
療

室
へ
の
患
者
は
６
月
の
20
人
か

ら
７
月
は
最
初
の
２
週
間
だ
け

で
１
５
０
人
近
く
に
増
え
た
。

sur R
y

uichi Sakam
oto

﹂

︵
１
９
８
５
年
フ
ラ
ン
ス
公
共

放
送
Ｆ
Ｒ
３
制
作
︶
が
上
映
さ

れ
た
。
作
品
は
坂
本
龍
一
さ
ん

が
１
９
８
４
年
に
発
表
し
た
ア

ル
バ
ム
﹁
音
楽
図
鑑
﹂
の
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

密
着
し
て
撮
影
。
新
た
な
音
楽

へ
の
境
地
へ
と
模
索
し
突
き
進

む
坂
本
龍
一
さ
ん
の
若
か
り
し

頃
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
監
督
は
フ
ラ
ン
ス
人
映

画
監
督
で
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
レ
ン
ナ
ー
ド

さ
ん
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
元
妻
で

共
に
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
た

矢
野
顕
子
さ
ん
が
登
壇
し
﹁
2

人
の
若
い
頃
の
映
像
も
写
っ
て

い
て
懐
か
し
い
﹂
と
に
こ
や
か

に
コ
メ
ン
ト
し
た
。上
映
後
は
、

レ
ン
ナ
ー
ド
さ
ん
が
講
演
。﹁
少

な
い
予
算
で
数
日
し
か
撮
影
期

間
が
な
か
っ
た
。
龍
一
の
家
に

行
き
、
顕
子
と
の
連
弾
も
そ
の

場
で
お
願
い
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
顕
子
は
快
く
応
じ
て
く

れ
た
﹂
と
作
品
制
作
の
裏
話
に

つ
い
て
語
っ
た
。
会
場
の
観
客

の
一
人
、
マ
イ
ケ
ル
・
カ
ニ
ス

ト
さ
ん
は
﹁
特
に
素
晴
ら
し
か

っ
た
の
は
、
当
時
か
ら
す
で
に

彼
の
天
才
ぶ
り
が
恐
る
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き

た
こ
と
。 

私
に
と
っ
て
坂
本

と
矢
野
の
2
人
が
自
宅
の
ピ
ア

ノ
で
デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
シ
ー
ン

ほ
ど
魅
力
的
な
も
の
は
な
い
﹂

と
話
し
た
。
こ
の
日
の
チ
ケ
ッ

ト
は
完
売
、
会
場
は
満
員
の
客

で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

　
　

︵
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
︶

ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
の
坂
本
龍
一

矢
野
さ
ん
思
い
出
語
る

﹁
地
球
沸
騰
化
の
時
代
﹂

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長

９
万
人
が
Ｎ
Ｙ
市
に
流
入

お
詫
び
と
訂
正
　
本
紙
７
月
22

日
号
４
面
で
掲
載
し
た
南
魚
沼

市
中
高
生
派
遣
記
事
中
、
白
井

紗
那
さ
ん
、
髙
野
七
実
さ
ん
、

井
口
咲
楽
さ
ん
、
原
澤
桃
花
さ

ん
の
名
前
表
記
の
一
部
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

７
月
17
日
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
バ
ス

５
路
線
の
運
賃
を
９
月
24
日
か

ら
最
低
６
か
月
間
、
最
長
で
１

年
間
無
料
に
す
る
試
験
的
な
計

画
を
発
表
し
た
。

　

同
局
は
対
象
バ
ス
路
線
に
、

平
日
の
全
利
用
者
１
３
０
万
人

の
う
ち
約
４
万
４
０
０
０
人
が

利
用
し
、
特
に
不
正
乗
車
が
多

い
路
線
を
選
ん
だ
。
同
計
画
の

対
象
路
線
は
次
の
通
り
。
Ｂ
60

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
︶、
Ｍ
１
１
６

︵
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
︶、
Ｑ
４
︵
ク

イ
ー
ン
ズ
︶
Ｓ
46
／
96
︵
ス

タ
テ
ン
島
︶、
Ｂ
Ｘ
18
︵
ブ
ロ

ン
ク
ス
︶。
対
象
路
線
の
バ
ス

は
﹁
フ
ェ
ア
・
フ
リ
ー
﹂
と
表

示
さ
れ
、
バ
ス
停
に
は
目
印
と

し
て
緑
と
黒
の
デ
ザ
イ
ン
を
施

す
。 

　

バ
ス
運
賃
無
料
化
の
法
案

は
、
共
に
ク
イ
ー
ン
ズ
選
出
の

マ
イ
ク
・
ジ
ャ
ナ
リ
ス
同
州
上

院
議
員
と
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ

ニ
同
下
院
議
員
が
昨
年
、
低
所

得
層
が
よ
り
公
共
交
通
機
関
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き

だ
と
い
う
擁
護
団
体
の
声
を
代

表
し
、
提
出
し
た
。
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
と

同
州
議
会
は
、
５
月
に
承
認
し

た
同
州
予
算
の
う
ち
同
計
画
に

５
０
０
０
万
ド
ル
を
投
じ
る
。　
　

　

ま
た
同
資
金
に
は
、
地
下
鉄

１
、
６
、
Ｃ
、
Ｎ
、
Ｒ
系
統
の

運
行
数
を
20
％
ま
で
増
や
す
計

画
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

バ
ス
・

地
下
鉄
利
用
者
の
擁
護
団
体
ラ

イ
ダ
ー
ズ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
広

報
担
当
の
ダ
ニ
ー
・
パ
ー
ル
ス

タ
イ
ン
氏
は
﹁
食
費
か
、
医
療

費
か
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
か
、
の
選

択
に
迫
ら
れ
て
い
る
市
民
は
少

な
く
な
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。　

　

山
田
賢
司
外
務
副
大
臣
は
２

日
か
ら
５
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
訪
問
。
今
回
の
訪
問
で

は
、
３
日
に
国
連
本
部
に
お
い

て
米
国
国
務
長
官
が
主
催
す
る

﹁
飢
饉
と
紛
争
に
起
因
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
食
料
不
安
に
つ
い

て
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
ハ

イ
レ
ベ
ル
公
開
討
論
﹂
に
出
席

し
、
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る

日
本
の
取
り
組
み
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
の
連

携
・
協
力
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
。
ま
た
各
国
及
び
国
際
機

関
代
表
と
も
意
見
交
換
実
施
。

山
田
外
務
副
大
臣

Ｎ
Ｙ
を
訪
問
外
交

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://yumejitsu.net/
http://yumejitsu.net/
http://yumejitsu.net/
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オ
ン
ラ
イ
ン
・
ブ
ッ
ク
メ

ー
カ
ー
の
ベ
ッ
ト
ウ
エ
ー
は

こ
の
ほ
ど
、
米
各
州
の
市
民

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
支
出
に

関
す
る
調
査
結
果
を
公
表
し

た
。
同
調
査
で
は
、
米
国
人
の

約
５
４
０
０
万
人
が
フ
ー
ド
デ

リ
バ
リ
ー
の
ア
プ
リ
を
所
有

し
、
年
間
１
人
当
た
り
平
均

３
６
３
１
ド
ル
を
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
に
費
や
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

州
別
で
１
人
当
た
り
の
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
消
費
が
最
も
多
か
っ

た
の
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
年

間
平
均
６
２
４
１
ド
ル
、
次
い

で
上
位
10
位
は
ハ
ワ
イ
、
メ
イ

ン
、
バ
ー
モ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー
ハ

ン
プ
シ
ャ
ー
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
、
ア
ラ
ス
カ
、
オ
レ
ゴ
ン
、

コ
ロ
ラ
ド
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州

と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
州
は
支

出
で
は
上
位
で
は
な
い
が
、
店

舗
や
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
の
内
容
に
関
す
る
検
索
数

は
１
０
０
０
人
中
44
・
85
件
と

最
も
多
く
、
次
い
で
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
、
コ
ロ
ラ
ド
州
と
な
っ
て

い
る
。
同
サ
イ
ト
は
、
意
外
に

も
低
い
Ｎ
Ｙ
州
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
消
費
額
の
理
由
と
し
て
、
追

加
料
金
や
配
達
料
が
か
か
る
デ

リ
バ
リ
ー
よ
り
、
電
話
や
ア
プ

リ
注
文
で
の
商
品
受
け
取
り
が

好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
、
と
し

て
い
る
。 

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
注
文
数
が

最
も
多
い
都
市
は
ア
ト
ラ
ン
タ

だ
っ
た
。ま
た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・

メ
ニ
ュ
ー
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ

は
、
１
位
ピ
ザ
、
２
位
中
華
、

３
位
寿
司
、
４
位
タ
コ
ス
、
５

位
メ
キ
シ
カ
ン
、
６
位
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
、
７
位
ラ
ー
メ
ン
、
８

位
サ
ラ
ダ
、９
位
イ
タ
リ
ア
ン
、

10
位
ブ
リ
ト
ー
だ
っ
た
。

米
国
人
は
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
が
お
好
き

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ア
ム
ス
Ｎ

Ｙ
市
長
は
７
月
20
日
、
ラ
ジ
オ

番
組
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を

発
表
し
、
第
１
回
が
23
日
に
放

送
さ
れ
た
。
市
の
公
式
サ
イ
ト

に
よ
る
と
、
ラ
ジ
オ
局
Ｗ
Ｂ
Ｌ

Ｓ
︵
１
０
７
・
５
Ｆ
Ｍ
︶
放
送

の
同
番
組
﹁
ヒ
ア
・
フ
ロ
ム
・

ザ
・
メ
イ
ヤ
ー
﹂
は
セ
ミ
・
レ

ギ
ュ
ラ
リ
ー
︵
ほ
ぼ
定
期
的
︶

に
毎
週
日
曜
の
朝
10
時
半
か

ら
生
放
送
さ
れ
、
Ｎ
Ｙ
市
の
改

善
に
努
め
る
労
働
者
層
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
焦
点
を
当

て
な
が
ら
、
最
新
ニ
ュ
ー
ス
の

ほ
か
、
市
内
で
活
動
す
る
特
別

ゲ
ス
ト
の
出
演
、
生
電
話
で
の

市
民
と
の
討
論
な
ど
を
行
う
。

第
１
回
の
放
送
で
は
、
公
衆
安

全
や
多
様
性
、
７
月
に
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
系
と
し
て
初
め
て
就

任
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
キ
ャ

バ
ン
Ｎ
Ｙ
市
警
本
部
長
、
そ

し
て
同
市
の
予
算
に
関
す
る

リ
ス
ナ
ー
の
電
話
質
問
に
回
答

し
た
。
ア
ダ
ア
ム
ス
市
長
は
声

明
で
﹁
毎
日
﹃
労
働
者
層
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
た
め
に
や
っ

て
い
る
﹄
と
言
っ
て
も
、
労
働

者
層
の
市
民
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

が
前
進
し
て
い
く
た
め
に
多
く

の
素
晴
ら
し
い
努
力
を
し
て
い

る
。

　

番
組
の
内
容
は
同
局
サ
イ
ト

https://w
w

w
.w

bls.com
/

を
参
照
す
る
。
ル
デ
ィ
・
ジ
ュ

リ
ア
ー
ニ
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル

ー
ム
バ
ー
グ
元
同
市
長
も
独
自

の
ラ
ジ
オ
番
組
を
毎
週
木
曜
に

放
送
し
、
生
電
話
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
た
。
ビ
ル
・
デ
ブ

ラ
シ
オ
前
同
市
長
は
、
Ｗ
Ｎ
Ｙ

Ｃ
局
の
﹁
ザ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

レ
ー
ラ
ー
・
シ
ョ
ー
﹂
に
毎
週

金
曜
に
出
演
し
、
市
民
た
ち
か

ら
の
電
話
に
応
え
た
。

ラ
ジ
オ
番
組
を
ス
タ
ー
ト 

ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長 

移民宿泊施設なし
９
万
人
が
Ｎ
Ｙ
市
に
流
入

ホ
テ
ル
満
室
で
野
宿
も

移民一時滞在施設のルーズベルトホテル前では野宿者が続出（１日午前 10 時、写真・三浦良一）
　

﹁
移
民
が
屋
外
で
寝
る
の
は

も
う
部
屋
が
な
い
か
ら
﹂
と
ア

ダ
ム
ス
市
長
が
７
月
31
日
の
記

者
会
見
で
同
市
の
移
民
受
け
入

れ
政
策
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

問
題
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
市
と

協
力
し
て
そ
の
対
応
に
当
た
っ

て
い
る
業
者
が
悪
い
訳
で
は
な

い
と
批
判
を
か
わ
し
た
。
市
長

は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ホ
テ
ル

の
外
で
の
光
景
が
今
後
、
普
通

に
見
ら
れ
る
一
般
的
な
光
景
と

な
り
、
他
の
シ
ェ
ル
タ
ー
や
一

時
滞
在
施
設
と
し
て
市
が
借
り

あ
げ
て
い
る
ホ
テ
ル
に
波
及
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

ア
ダ
ム
ス
政
権
が
南
部
国
境

か
ら
の
9
万
人
の
移
民
流
入
へ

の
対
応
に
苦
慮
す
る
が
﹁
Ｎ
Ｙ

市
は
、
す
べ
て
の
通
り
に
テ
ン

ト
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
な
他
の
都

市
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
﹂
と

も
断
言
し
た
。

　

同
記
者
会
見
は
、
前
日
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙

が
、
移
民
危
機
を
支
援
す
る
た

め
に
市
が
医
療
サ
ー
ビ
ス
会
社

D
ocG

o

に
4
億
３
２
０
０
万

ド
ル
の
業
務
を
入
札
な
し
で
契

約
し
た
記
事
が
報
道
さ
れ
た
翌

日
に
行
わ
れ
た
。D

ocG
o

は
、

何
百
人
も
の
亡
命
希
望
者
を
州

北
部
の
オ
ル
バ
ニ
ー
な
ど
の
都

市
に
バ
ス
で
運
ん
で
い
る
が
、

そ
こ
に
い
る
移
民
の
多
く
は
、

惑
わ
さ
れ
、
見
捨
て
ら
れ
た
と

感
じ
、D

ocG
o

が
雇
っ
た
地

元
の
警
備
員
が
何
度
も
彼
ら
を

脅
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

市
内
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
グ
ラ

ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
近
い
45

丁
目
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ホ
テ
ル

は
客
室
数
１
０
０
０
室
の
日
本

人
旅
行
者
に
も
お
馴
染
み
の
老

舗
ホ
テ
ル
で
、
市
長
が
今
年
5

月
に
移
民
到
着
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
と
発
表
す

る
ま
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
3

年
近
く
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。

　

市

当

局

に

よ

れ

ば
、

D
ocG

o

の
ス
タ
ッ
フ
が
入
国

手
続
き
を
手
伝
い
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
。
ア

ダ
ム
ズ
市
長
は
月
曜
の
記
者
会

見
で
、D

ocG
o

は
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
と
移
民
危
機
に
対
応
し
、

良
い
仕
事
を
し
て
き
た
と
擁

護
し
た
。
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
、

D
ocG

o

社
に
信
頼
を
寄
せ
て

い
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
い

か
な
る
欠
陥
も
是
正
す
る
こ
と

を
誓
っ
た
。

　

同
ホ
テ
ル
に
す
で
に
部
屋
を

あ
て
が
わ
れ
て
一
時
滞
在
し
て

い
る
幸
運
な
移
民
た
ち
は
、
日

銭
を
稼
ぐ
た
め
に
自
前
で
ス
ク

ー
タ
ー
を
調
達
し
て
、
ウ
ー
バ

ー
イ
ー
ツ
な
ど
の
出
前
サ
ー
ビ

ス
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
て
お

り
、
ホ
テ
ル
前
は
さ
な
が
ら
オ

ー
ト
バ
イ
販
売
店
の
よ
う
に
バ

イ
ク
が
ず
ら
り
並
ん
で
い
る
。

出
前
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
使
う
バ
イ
ク
が
並
ぶ
ホ
テ
ル
前

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
https://www.hondag.com
tel:2122136069
tel:9175773969
https://www.wbls.com/
https://www.wbls.com/
https://www.wbls.com/
https://www.wbls.com/
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Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
の
代
表
、
中
垣
顕
実
さ
ん

︵
62
︶
は
、
１
９
９
４
年
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
毎
年
８
月
５

日
に
広
島
・
長
崎
原
爆
法
要
﹁
Ｎ

Ｙ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
平
和
の

集
い
﹂
を
主
催
し
、
２
０
０
２

年
か
ら
は
９
月
11
日
に
ハ
ド
ソ

ン
川
で
の
9
・
11
同
時
多
発
テ

ロ
犠
牲
者
追
悼
灯
ろ
う
流
し
を

10
年
間
企
画
す
る
な
ど
、
仏
教

の
精
神
に
基
づ
い
た
平
和
を
訴

え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

今
年
の
原
爆
式
典
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
開
始
し
て
30
回
目
と
な

る
こ
と
も
あ
り
﹁
Ｎ
Ｙ
平
和
の

集
い
﹂
を
８
月
５
日
、
８
日
、

９
日
の
３
日
間
に
分
け
て
開
催

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
１
年
５
か
月
、
戦
況
は
長

引
き
、
北
朝
鮮
も
核
兵
器
の
使

用
を
は
ば
か
ら
な
い
姿
勢
を
見

せ
る
な
ど
、
世
界
中
で
核
兵
器

の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

る
日
本
が
核
兵
器
廃
絶
の
声
を

こ
れ
か
ら
も
強
く
あ
げ
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
は
強
い
が
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
日
本
は
参
加
し
て
い
な
い

こ
と
に
、
海
外
に
住
む
日
本
人

と
し
て
、
宗
教
家
と
し
て
釈
然

と
し
な
い
思
い
が
募
る
。
日
本

の
被
爆
者
が
声
を
あ
げ
て
き
た

こ
と
で
、
よ
う
や
く
発
効
に
こ

ぎ
つ
け
た
核
禁
止
条
約
な
の

に
、
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
参

加
し
な
い
こ
と
が
整
合
性
に
欠

け
て
い
る
こ
と
は
誰
が
見
て
も

明
ら
か
だ
。

　

﹁
日
本
で
は
広
島
と
長
崎
の

被
爆
者
が
声
を
あ
げ
て
い
る

が
、
海
外
か
ら
見
た
ら
原
爆
は

広
島
・
長
崎
と
い
う
よ
り
、
日

本
に
落
と
さ
れ
た
と
見
る
。
被

爆
は
日
本
の
も
の
と
し
て
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
痛
感
し
て
い
る
。
核
兵
器

は
戦
争
の
抑
止
力
と
い
う
が
、

ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
き
、
人
類
と
地
球
に
と
っ
て

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
危
険
を

膨
張
さ
せ
て
い
る
。
戦
争
の
当

事
者
は
、
敵
の
言
う
こ
と
を
信

じ
な
い
。
疑
心
暗
鬼
と
な
り
、

大
き
な
間
違
い
を
も
た
ら
す
危

険
は
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い

る
﹂
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

　

機
能
不
全
に
陥
っ
て
戦
争
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
国
連

に
無
力
感
を
覚
え
つ
つ
も
﹁
い

ま
世
界
中
の
国
が
集
ま
っ
て
話

し
合
え
る
場
は
国
連
し
か
な
い

の
も
事
実
。
対
話
を
続
け
る
こ

と
だ
け
が
戦
争
を
回
避
で
き

る
。
聖
徳
太
子
の
17
条
の
憲
法

に
あ
る
﹃
和
を
以
て
貴
し
と
な

す
﹄
は
平
和
を
、﹃
忤
︵
さ
か
ら
︶

う
こ
と
な
く
﹄
は
非
暴
力
、
傷

つ
け
な
い
、
殺
さ
な
い
と
い
う

仏
教
の
思
想
の
根
源
を
成
す
考

え
方
﹂
で
あ
り
、
武
器
を
も
っ

て
、
力
ず
く
で
平
和
を
築
く
の

で
は
な
く
、
対
話
、
互
い
に
尊

重
し
合
い
、
相
互
理
解
を
通
し

て
の
平
和
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
受
け
て
今
年
Ｎ
Ｙ

式
典
で
鳴
ら
す
平
和
の
鐘
︵
山

口
久
乗
寄
贈
︶
に
は
﹁
和
貴
無

忤
﹂
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

　

今
年
も
、
宗
派
を
超
え
、
仏

教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム

教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教

ら
が
集
ま
り
、
音
楽
家
や
舞
踏

家
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
原

爆
展
や
平
和
ア
ー
ト
展
に
、
１

時
間
に
わ
た
る
原
爆
を
テ
ー
マ

に
し
た
演
劇﹃
父
と
暮
ら
せ
ば
﹄

を
加
え
て
い
る
。
祈
念
や
ア
ー

ト
を
通
し
て
、
国
境
を
超
え
、

ア
メ
リ
カ
人
、
日
本
人
、
様
々

な
人
種
が
集
い
、
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位

置
か
ら
発
信
し
て
い
く
。﹁
今

年
の
８
月
５
日
、
８
日
、
９
日

に
は
皆
さ
ん
も
足
を
動
か
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
来
て
、

平
和
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
心
身
で

感
じ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日
本
へ
、

ア
メ
リ
カ
へ
、
そ
し
て
世
界
へ

向
け
て
、
皆
様
と
共
に
平
和
の

鐘
を
響
か
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
﹂
と
話
す
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

宗
派
超
え
て
平
和
活
動
続
け
る

　大阪出身。1983 年に京都の龍谷大
学仏教史学科卒業。大阪府高槻市に
ある行信教校で梯實圓師より真宗学
を学び，1985 年に海外開教使として
西本願寺より北米開教区に派遣。最
初の寺はシアトル別院（1985 年ー
1989 年）、カリフォルニア州フレス
ノ郊外パレア仏教会（1989 年ー 1994
年）を経て、1994 年にニューヨーク
本願寺仏教会へ赴任。2010 年２月に
米国仏教団から勤続 25 年の表彰を受
け 2018 年に NY 平和ファウンデー
ションを創設、代表に就任。著書に

『ニューヨーク坊主、インドを歩く』
（現代書館、2003 年）と『マンハッ
タン坊主、つれづれ日記』（現代書館、
2010 年６月）、「卍とハーケンクロイ
ツ』（現代書館、2013 年６月）がある。

ＮＹ平和ファウンデーション代表

中垣顕実さん

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

７
月
19
日
、
バ
ス
と
地
下
鉄
の

運
賃
値
上
げ
を
可
決
し
た
。 　
　
　

　

値
上
げ
は
２
０
１
５
年
以
降

初
で
、
レ
イ
バ
ー
デ
ー
前
の
８

月
20
日
に
施
行
さ
れ
る
。
メ
ト

ロ
カ
ー
ド
の
場
合
、
１
回
の
乗

車
は
15
セ
ン
ト
増
の
２
ド
ル
90

セ
ン
ト
、
７
日
間
乗
り
放
題
は

１
ド
ル
増
の
34
ド
ル
、
１
か
月

有
効
は
５
ド
ル
増
の
１
３
２
ド

ル
、
７
日
間
有
効
エ
ク
ス
プ
レ

ス
・
バ
ス
・
プ
ラ
ス
は
２
ド
ル

増
の
64
ド
ル
、
１
回
ず
つ
の
購

入
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
ド
は
25
セ
ン

ト
増
の
３
ド
ル
25
セ
ン
ト
、
エ

ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
は
25
セ
ン
ト

増
の
７
ド
ル
と
な
る
。
シ
ニ
ア

料
金
や
割
引
料
金
は
変
わ
ら
な

い
。 

非
接
触
型
決
算
シ
ス
テ

ム
の
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
利
用
者
の
場
合

は
、
現
在
は
７
日
間
の
始
ま
り

が
月
曜
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

最
初
に
同
シ
ス
テ
ム
に
タ
ッ
プ

し
た
曜
日
が
初
日
と
な
る
。
事

前
支
払
の
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
と
異

な
り
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
は
、
１
週
間
に

34
ド
ル
分
乗
車
し
た
後
の
最
初

の
月
曜
〜
日
曜
の
７
日
間
は
乗

り
放
題
と
な
る
。 

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
と

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
︵
ハ
ド
ソ

ン
川
西
側
を
除
く
︶

は
最
高
５
・
５
％
増
、

橋
や
ト
ン
ネ
ル
通
過

料
は
Ｅ
Ｚ
パ
ス
利
用

者
は
６
％
増
の
６
ド

ル
94
セ
ン
ト
、
ト
ー

ル
ズ
・
バ
イ
・
メ
ー

ル
︵
後
日
の
郵
便
通

知
払
い
︶
は
10
％
増

の
11
ド
ル
19
セ
ン
ト

と
な
る
。 

　

値
上
げ
は
当
初
21

年
に
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
利
用
者
が
減
少

し
た
た
め
延
期
と
な

っ
て
い
た
。
今
回
の

値
上
げ
で
、
今
年
度
の
Ｍ
Ｔ
Ａ

の
収
益
は
１
億
１
１
７
０
万
ド

ル
増
の
３
億
ド
ル
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

Ｍ
Ｔ
Ａ
運
賃
値
上
げ
へ 

レ
イ
バ
ー
デ
ー
前
の
８
月
20
日
か
ら
施
行

地
下
鉄
と
バ
ス
２
ド
ル
90
セ
ン
ト
に 

https://www.takenakapartners.com/
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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給
与
に
占
め
る
ボ
ー
ナ
ス
の

位
置
づ
け
︵
そ
の
２
︶

クイック USA

142

ナ
ス
の
支
給
は
決
し
て
全
社
一

律
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に

は
企
業
の
従
業
員
数
、
そ
し
て

業
界
や
業
種
に
よ
る
と
こ
ろ
の

違
い
が
目
立
っ
て
存
在
し
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。
従
業
員
数

サ
イ
ズ
が
１
０
０
名
を
超
え
る

企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
率
は
、

年
間
給
与
額
の
２
・
７
％
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
１
０
０
名
未

満
の
企
業
で
は
、
そ
れ
が
１
・

７
％
と
1
％
の
開
き
が
そ
こ
に

は
あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｉ
Ｔ
業
界

で
働
く
従
業
員
の
69
％
に
は
ボ

ー
ナ
ス
支
給
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
観
光
業
や
接

待
業
で
は
そ
れ
が
22
％
と
、
業

界
や
業
種
に
よ
っ
て
の
隔
た
り

が
顕
著
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

ボ
ー
ナ
ス
の
出
し
方
に
つ
い

て
も
47
％
の
企
業
が
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
の
位

置
づ
け
で
ボ
ー
ナ
ス
支
給
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ボ
ー

ナ
ス
の
支
給
額
自
体
も
全
従
業

員
一
律
的
な
も
の
で
は
な
く
、

従
業
員
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
ス
キ
ル
の
違
い
に
結
び
付

け
て
支
給
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
適
正
で
公
正
な
ボ
ー

ナ
ス
を
支
給
す
る
た
め
の
社
内

評
価
軸
や
制
度
的
な
も
の
も
当

然
必
要
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

れ
な
り
に
試
行
錯
誤
的
な
プ
ロ

セ
ス
は
ど
う
し
て
も
つ
き
ま
と

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
側
の
負
荷
は
決
し
て

軽
く
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
の
予

想
や
ト
レ
ン
ド
を
占
う
こ
と
は

こ
こ
で
は
差
し
控
え
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
景
気
の
動

　

一
昔
前
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
で

の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
の
一
般
的
な

考
え
方
と
い
う
の
は
、
企
業
は

利
益
を
出
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ

の
利
益
分
を
従
業
員
に
も
お
裾

分
け
で
き
る
と
い
う
、
プ
ロ
フ

ィ
ッ
ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
し
て

の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
、
利
益
が
出
て

い
な
い
企
業
で
は
ボ
ー
ナ
ス
が

出
る
と
は
従
業
員
も
鼻
か
ら
期

待
も
し
な
い
こ
と
で
し
た
。
ボ

ー
ナ
ス
が
出
た
ら
、
そ
れ
は
超

ラ
ッ
キ
ー
と
い
う
の
が
従
業
員

側
の
偽
ら
ざ
る
感
覚
で
も
あ
り

ま
し
た
。
で
す
が
、
こ
の
世
の

中
、
労
働
力
不
足
と
高
イ
ン
フ

レ
率
に
あ
え
ぐ
環
境
下
に
お
い

て
ボ
ー
ナ
ス
は
、
企
業
の
持
つ

頼
み
の
綱
と
し
て
よ
り
一
般
化

し
つ
つ
あ
る
の
だ
と
申
し
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

と
は
い
い
ま
し
て
も
、
ボ
ー

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　アメリカで若者たちの飲酒が減ってきていると報道されています。それを反映する言葉
が Sober Curious です。Sober とは素面（しらふ）、Curious は興味あり、つまりは、飲
酒を控えて体、頭、そして人間関係を見直すことです。お酒の力を借りず楽しく過ごし、
減酒して体を強く、頭をシャープにしようと考える若者が増えつつあるのです。Sober 
Curious は、必ずしも Sobriety（禁酒）を目指すのではなく、減酒のメリットを意識して

いるそうです。　　
　「酒は百薬の長」という、昔からの希望的な見解に対して、本当は少量でも体に悪いという研究が最近発表
されました。このような背景のもと、Non-Alcoholic Beverage（無アルコール飲み物）の消費量が大きく増
えています。マンハッタンのおしゃれなバーで、Non-Alcoholic Beverage のサンプルを見ました。カクテル
グラスに入れられた液体は多彩な色と泡で美しく輝いています。
　アメリカでは、「付き合いにお酒」というプレッシャーは余りありませんから、人のことを気にすることは
ありません。日本では、仲間や会社の人間関係にお酒は重要な役割を果たすので、お酒なしの付き合いはそう
簡単ではないかも知れませんね。　実は、筆者は友人たちとワインを飲むのが大好きで、この話題には多少の
戸惑いを感じています。それでも、Sober Curious という言葉に合わせて、健康のためお酒は控えめにしよう
かな・・・と考えているところです。　                                               （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Sober Curious お酒は控えめにしようかな 米 語
Watch
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向
次
第
で
触
れ
幅
が
違
っ
て
く

る
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
景
気
が
悪
く
な

れ
ば
、
ボ
ー
ナ
ス
は
カ
ッ
ト
で

き
ま
す
が
、
前
述
し
ま
し
た
と

お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
い
っ
た

ん
決
め
た
給
与
を
カ
ッ
ト
す
る

こ
と
は
事
実
上
不
可
能
に
近
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
固

定
費
と
し
て
重
く
の
し
か
か
っ

て
く
る
給
与
は
出
来
る
限
り
い

じ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
ボ
ー

ナ
ス
の
支
給
に
お
い
て
そ
の
調

整
弁
的
な
役
割
を
果
た
し
て
も

ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
ま
す
ま

す
堅
調
な
動
き
と
し
て
継
続
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ほ

ぼ
自
然
の
流
れ
な
の
で
は
な
い

か
と
察
せ
ら
れ
る
次
第
で
す
。

 

酒
井 

謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com
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﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん

や
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
動
向
を
教
え
て
く
れ
ん

か
？
﹂
会
社
経
営
者
の
鬣
︵
た

て
が
み
︶
が
お
も
む
ろ
に
会
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉

︵
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、
通
称

ゆ
ず
け
ん
︶
に
聞
い
た
。﹁
は
い
、

そ
う
で
す
ね
、
コ
ロ
ナ
、
物
価

上
昇
、
利
上
げ
、
利
息
収
入
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
失
業

率
、
株
価
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
円

安
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

﹁
ど
れ
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

け
ど
た
く
さ
ん
あ
る
な
﹂
﹁
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
直
接
は
関
係
し

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
は
み
ん
な
お
互
い
に
関

連
し
て
い
ま
す
。
﹂
﹁
ど
う
い
う

こ
と
じ
ゃ
？
﹂
﹁
２
０
１
９
年

の
12
月
に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
を

き
っ
か
け
に
景
気
が
急
速
に
悪

化
し
ま
し
た
。
失
業
率
は
20
年

4
月
は
早
く
も
14
・
７
％
に
達

し
、
１
９
３
０
年
代
の
大
恐
慌

以
来
の
悪
い
数
字
と
の
こ
と
で

大
変
な
事
態
だ
と
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
事
実
、
成
長
率
も
そ
の

年
は
マ
イ
ナ
ス
３
・
４
％
で
し

た
。
し
か
し
、
２
０
２
１
年
初

め
か
ら
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
く

る
こ
ろ
に
は
、
人
々
の
労
働
に

対
す
る
価
値
観
が
大
き
く
変
っ

て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
期

は
自
主
的
に
仕
事
を
辞
め
る
人

が
急
激
に
増
え
た
時
期
で
す
﹂　

　

﹁
ふ
む
ふ
む
、
わ
し
の
会
社

で
も
コ
ロ
ナ
の
時
に
は
辞
め
る

従
業
員
が
続
々
と
出
て
き
た

な
﹂﹁
そ
れ
で
労
働
需
給
が
ひ

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に

景
気
が
急
速
に
悪
化

っ
迫
し
、
さ
ら
に
食
料
を
中
心

に
モ
ノ
不
足
が
始
ま
り
、
イ
ン

フ
レ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
、
労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
は

緊
急
事
態
を
脱
し
た
か
の
よ
う

で
す
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

傾
向
は
定
着
し
、
毎
日
出
社
よ

り
も
週
に
２
回
か
ら
４
回
出
社

す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
働
き

方
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
﹂﹁
確
か
に
そ
の
よ
う
じ
ゃ

な
。
結
局
、
今
は
働
き
方
が
多

様
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
リ
モ

ー
ト
も
あ
れ
ば
毎
日
出
社
も
あ

る
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
も
あ

る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
﹂﹁
今

で
も
完
全
な
リ
モ
ー
ト
ー
ワ
ー

ク
は
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
欠
点
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う

や
っ
て
と
っ
て
い
く
の
か
が
ネ

ッ
ク
に
な
り
、
大
手
の
会
社
ほ

ど
よ
り
多
く
の
出
社
を
求
め
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
そ

の
中
間
で
あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
﹂
﹁
そ
う
か
、
確
か
に
う
ち

も
現
在
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
通
勤

だ
﹂

　

﹁
そ
の
後
、
景
気
は
リ
バ
ウ

ン
ド
が
起
き
て
、
一
気
に
よ

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
失

業
率
も
現
在
は
３
・
６
％
と
落

ち
着
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
２
１
年
は
成
長
率
が
５
・

７
％
と
過
熱
気
味
で
、
22
年
の

初
め
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ロ
シ
ア
戦

争
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上

昇
し
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
は
ま
す

ま
す
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
一
方
、
戦
争
に
よ
り
株
価

は
一
気
に
下
が
り
ま
し
た
。
22

年
5
月
に
は
消
費
者
物
価
指
数

は
８
・
６
％
と
な
り
、
40
年
ぶ

り
の
イ
ン
フ
レ
を
記
録
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
コ
ロ
ナ
前
の

物
価
上
昇
率
は
２
・
５
％
で
す
。

大
変
な
イ
ン
フ
レ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
﹂﹁
そ
れ
は
大

変
じ
ゃ
。
そ
こ
で
、
利
上
げ
に

な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
﹂﹁
そ

う
で
す
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
22
年
3
月

か
ら
10
度
に
わ
た
っ
て
利
上
げ

を
繰
り
返
し
、
当
時
の
政
策
金

利
が
0
％
〜
０
・
25
％
か
ら
現

在
は
５
・
25
％
〜
５
・
５
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
住
宅
購
入
や
新
規
投
資
に

は
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
き
た

よ
う
で
す
が
、
預
金
利
子
で
利

回
り
運
用
し
て
い
る
会
社
は
、

莫
大
な
受
取
利
息
に
な
っ
て
い

ま
す
﹂﹁
そ
う
か
、
そ
れ
は
す

ご
い
な
、
堅
実
は
一
番
じ
ゃ
﹂

﹁
一
方
、
こ
の
金
利
政
策
に
よ

り
日
米
の
金
利
差
が
開
く
こ
と

に
な
り
、
現
在
の
円
安
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
﹂﹁
円
安
な
の

で
、
わ
し
の
友
達
が
今
度
長
期

で
日
本
へ
旅
行
に
行
く
そ
う
じ

ゃ
。
う
ら
や
ま
し
い
﹂

　

﹁
と
こ
ろ
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ロ
シ
ア
戦
争
で
落
ち
こ
ん
だ
株

価
は
ど
う
じ
ゃ
？
﹂﹁
株
価
も

戦
争
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
経
済
の
底
力
の

強
さ
を
み
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
﹂﹁
確
か
に
こ
の
数
年

で
大
き
な
変
化
が
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
非

常
に
強
い
と
い
う
こ
と
を
ま
た

改
め
て
知
っ
た
な
。よ
か
っ
た
。

よ
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
過
去

に
何
度
も
と
ん
で
も
な
い
こ
と

が
起
き
て
い
る
が
、
だ
い
た
い

１
年
く
ら
い
で
、
正
常
に
戻
っ

て
い
る
と
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
。

す
ご
い
国
じ
ゃ
の
う
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所 

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：
齊
藤
幸
喜

楽しい
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
10
番
街
41

丁
目
５
５
０
番
地
に
建
設
中
の

超
高
層
ビ
ル
で
７
月
26
日
午
前

７
時
25
分
、
45
階
部
分
で
資
材

を
運
ん
で
い
た
建
設
用
ク
レ
ー

ン
で
火
災
が
発
生
、
ア
ー
ム
が

倒
壊
し
先
端
が
隣
接
す
る
ビ
ル

に
ぶ
つ
か
る
事
故
が
起
き
た
。

ア
ー
ム
は
道
路
に
落
下
し
、
消

防
隊
員
３
名
を
含
む
作
業
員
ら

12
人
が
軽
傷
を
負
っ
た
。
現
場

付
近
の
住
民
に
は
緊
急
避
難
命

令
が
出
さ
れ
、
警
察
が
バ
リ
ゲ

ー
ド
も
使
っ
て
周
辺
を
一
時
封

鎖
し
た
。
午
前
11
時
44
分
に
鎮

火
し
た
。
現
場
で
記
者
会
見
し

た
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
﹁︵
負
傷

者
が
︶
軽
傷
で
済
ん
だ
こ
と
に

感
謝
し
た
い
。
も
っ
と
ひ
ど
い

こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
幸
運
だ
っ
た
﹂と
述
べ
た
。

ク
レ
ー
ン
火
災
発
生

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
で

http://www.swlgpc.com/jp/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.rostamilaw.com
http://kkobo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
７
月
10
日
、
新
感
覚
の

回
転
寿
司
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
回
転

寿
司
ノ
ー
マ
ッ
ド
﹂
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
５
番
街
に
面
し

た
路
面
店
で
、
広
々
と
し
た

５
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
店

　

８
月
恒
例
の
ピ
ー
ス
展
﹁
Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
０
２
３
﹂
が
８
月

３
日
︵
木
︶
か
ら
29
日
︵
火
︶

ま
で
、
金
融
街
の
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
︵
メ
イ
デ

ン
レ
ー
ン
80
番
地
14
階
︶
で
開

催
さ
れ
る
。
同
展
は
、
人
類
の

原
爆
投
下
の
記
憶
を
次
世
代
に

引
き
継
ご
う
と
、
身
近
な
ア
ー

ト
を
通
し
て
平
和
を
考
え
る
草

の
根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

２
０
１
０
年
に
発
足
。
９
回
目

と
な
る
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
再
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
４

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
。

　

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
シ
ル
ビ
ア
・

ア
ビ
レ
ス
、
板
東
綾
子
、
平
之

内
美
穂
、
廣
瀬
公
美
、
百
田
和

子
、
鞍
井
綾
音
、
神
舘
美
会

子
、
佐
治
宣
子
、
竹
田
あ
け
み

の
９
人
。
日
本
か
ら
は
シ
ア
カ

章
子
、横
山
弥
生
が
出
品
す
る
。

反
戦
・
反
核
の
創
作
活
動
を
貫

い
た
故
・
飯
塚
国
雄
の
作
品
２

点
が
展
示
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

９
日
︵
水
︶
午
後
５
時
か
ら

７
時
ま
で
。
詳
細
はhttps://

artspheres.org/

を
参
照
。

Akiko SIACCA, Under the August Sun, 2023 Kunio Izuka, The War is Over, 2004

ア
ー
ト
で
平
和
を

考
え
る
展
覧
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

日
本
人
女
優
・
筒
井
あ
づ
み
が
、

ア
ン
ダ
ー
・
セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス

︵
セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
・
プ
レ
イ

ス
94
番
地
︶
で
上
演
さ
れ
る
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
﹁
じ
ゃ
じ
ゃ

馬
な
ら
し
﹂
を
も
と
に
し
た
コ

メ
デ
ィ
ー
﹁Shrew

 Y
ou!

﹂

に
出
演
す
る
。
女
性
の
み
の
キ

ャ
ス
ト
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

作
品
の
中
で
も
最
も
性
差
別
的

と
も
い
わ
れ
る
作
品
を
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
劇
団
﹁H

am
let 

Isn't D
ead

﹂ 

の
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
デ

イ
ビ
ッ
ド
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ロ
ー
ズ 

が
現
代
的
な
視
点
で

大
胆
に
書
き
換
え
て
い
る
。
監

督
は
ソ
フ
ィ
ア
・
カ
ー
リ
ン
。

同
作
品
は
﹁
２
０
２
３
・
リ
ト

ル
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
の
一
部
で
、
人

形
劇
や
音
楽
の
生
演
奏
な
ど

も
あ
る
。
上
演
日
は
８
月
11
日

︵
金
︶
午
後
８
時
、
12
日
︵
土
︶

午
後
９
時
、
18
日
︵
金
︶
午
後

８
時
の
３
回
。

　

入
場
料
は
25
ド
ル
︵
ス
ト
リ

ー
ミ
ン
グ
は
20
ド
ル
︶、
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.frigid.nyc/

event/6897:468/

を
参
照
。

日
本
人
女
優
筒
井
あ
づ
み
出
演

コメディー版

じゃじゃ馬ならし
8月中に3公演

楽しい
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内
に
１
２
５
席
。
高
速
レ
ー
ン

に
乗
せ
ら
れ
た
寿
司
や
食
事
が

各
ゲ
ス
ト
の
席
ま
で
届
け
ら
れ

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性

に
も
溢
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
と
な

っ
て
い
る
。
マ
グ
ロ
、
ヒ
ラ
メ

な
ど
一
皿
４
ド
ル
50
セ
ン
ト
か

ら
あ
り
、
握
り
、
手
巻
き
、
巻

物
の
３
種
類
か
ら
、
テ
ー
ブ
ル

の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
注
文
す
る

と
、
2
、
３
分
で
３
段
あ
る
高

速
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
乗
っ

て
、
テ
ー
ブ
ル
真
横
に
到
着
す

る
。
飲
み
物
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
運

ん
で
く
る
。
食
べ
た
皿
は
、
従

業
員
が
て
き
ぱ
き
と
片
付
け
て

行
く
が
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の﹁
オ

ー
ダ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
﹂
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
食
べ
た
枚
数
と
値

段
が
表
示
さ
れ
る
。
現
在
は
コ

ス
ト
の
関
係
で
ウ
ニ
、
ト
ロ
、

イ
ク
ラ
は
扱
っ
て
い
な
い
が
、

卸
し
値
の
相
場
が
下
が
っ
て
来

れ
ば
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
と
い

う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
保

健
局
の
規
定
で
、
生
魚
を
回
転

レ
ー
ル
に
乗
せ
て
回
す
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
注
文

が
入
っ
て
か
ら
テ
ー
ブ
ル
に
届

け
る
﹁
シ
ャ
ト
ル
寿
司
﹂
方
式

を
採
用
し
て
い
る
。
普
通
に
食

べ
る
と
、
予
算
は
１
人
、
飲
み

も
の
別
で
40
ド
ル
程
度
に
な

り
、
決
し
て
安
く
は
な
い
が
、

ハ
イ
エ
ン
ド
な
寿
司
屋
さ
ん
ば

か
り
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
、
家

族
連
れ
で
寿
司
を
楽
し
め
る
場

所
と
し
て
喜
ば
れ
そ
う
だ
。

Kaiten Zushi Nomad
276 Fifth Avenue

New York, NY 10001
Tel 212-532-5665

11:00-23:30
Instagram;@kaitenzushi_nomad

巨
大
回
転
す
し
店

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
オ
ー
プ
ン

https://newyork-apartment-realestate.com/
https://aantcinc.com/
http://www.yamagatadental.net/
https://www.facebook.com/HeiwaPRF/
https://hsart.com/
https://artspheres.org/
https://artspheres.org/
https://artspheres.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.frigid.nyc/event/6897:468/
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  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

　

店
先
で
木
彫
の
熊
が
メ
ニ
ュ

ー
を
掲
げ
る
﹁
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
﹂
は
１
９
７
１
年
創
業
の
レ

ス
ト
ラ
ン
。
店
内
は
古
き
良
き

ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
が
満
載

で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
多
く
に
チ
ー

ズ
が
使
わ
れ
て
い
る
。﹁
は
は

　

ハ
ン
タ
ー
山
と
タ
ン
ナ
ー
ズ

ビ
ル
の
間
の
街
道
筋
に
ぽ
つ
ん

と
あ
る
ド
ー
ナ
ツ
と
コ
ー
ヒ
ー

の
店
﹁
フ
レ
ッ
ズ
﹂。
外
側
は

サ
ク
サ
ク
、
中
は
ふ
わ
ふ
わ
、

軽
い
食
感
の
ド
ー
ナ
ツ
は
ぺ
ろ

っ
と
２
つ
は
食
べ
ら
れ
る
の

で
、多
め
に
買
う
の
が
お
薦
め
。

1
ド
ル
75
セ
ン
ト
か
ら
。
コ
ー

ヒ
ー
も
美
味
し
い
。

村
一
番
の
人
気
店

﹁
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
﹂

ドーナツと
コーヒーの専門店

ー
、
こ
れ
で
店
名
の
謎
が
解

け
た
﹂。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
雰

囲
気
と
チ
ー
ズ
満
載
の
メ
ニ

ュ
ー
な
の
で
﹁Last C

hance 
A

ntique/C
heese

﹂。

今

回

食
べ
た
の
は
﹁
プ
ル
ド
ポ
ー
ク

乗
せ
ナ
チ
ョ
ス
︵
16
ド
ル
︶﹂

食べ歩き

Last Chance 

Antique & Cheese

Cafe
6009 Main St. Tannersville

518-589-6424
月〜日　11:00 〜 20:00

www.lastchanceonline.com/

Fred's
6715 Rt. 23A, Tannersville

木〜火　7:00 〜 17:00
www.fredsdonuts.com/

夏
の
遠
足
ハ
ン
タ
ー
山
と
タ
ン
ナ
ー
ズ
ビ
ル

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
近
い
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
人
気
が

高
い
ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
、

実
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
リ
フ

ト
を
稼
働
し
て
お
り
、
キ
ャ
ッ

ツ
キ
ル
の
絶
景
が
楽
し
め
る
こ

と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？　

今

号
で
は
モ
ワ
ッ
と
暑
い
市
街
地

を
離
れ
て
、
ひ
ん
や
り
し
た
山

の
空
気
を
楽
し
む
遠
足
地
と
し

て
ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
と
近

隣
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
町
、
タ

ン
ナ
ー
ズ
ビ
ル
を
ご
紹
介
。

■
ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ス

カ
イ
ラ
イ
ド

　

冬
季
は
３
２
０
エ
ー
カ
ー
の

全
ス
キ
ー
場
を
人
工
雪
で
カ
バ

ー
し
、
大
小
15
機
の
リ
フ
ト
を

有
す
る
ハ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
場
。

夏
季
に
稼
働
し
て
い
る
ス
カ
イ

ラ
イ
ド
は
３
２
０
０
フ
ィ
ー
ト

の
頂
上
ま
で
一
気
に
登
る
６
人

用
リ
フ
ト
で
、
所
要
時
間
は
約

15
分
。
登
る
に
つ
れ
視
界
が
広

が
り
、
山
の
風
が
吹
い
て
心
地

よ
い
。
冬
季
に
同
じ
リ
フ
ト
に

乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
雪
景

色
よ
り
も
夏
は
遠
近
感
が
は
っ

き
り
す
る
せ
い
か
、
ス
リ
ル
感

た
っ
ぷ
り
。

　

頂
上
に
は
展
望
台
と
ト
イ

レ
、
自
動
販
売
機
が
１
台
あ
る

の
み
、
余
計
な
も
の
は
一
切
な

い
。
あ
る
の
は
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル

の
壮
大
な
眺
め
と
、
天
気
が
良

け
れ
ば
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の

バ
ー
ク
シ
ャ
ー
山
脈
や
バ
ー
モ

w
w

w
.hunterm

tn.com
/

■
タ
ン
ナ
ー
ズ
ビ
ル

　

ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の

麓
、
ル
ー
ト
23
Ａ
沿
い
に
あ
る

人
口
１
０
０
０
人
に
も
満
た
な

い
村
タ
ン
ナ
ー
ズ
ビ
ル
。
車
だ

と
あ
っ
と
い
う
間
に
通
り
過

ぎ
て
し
ま
う
小
さ
な
集
落
だ

が
、
そ
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
雰

囲
気
に
思
わ
ず
速
度
を
緩
め
る

は
ず
。
タ
ン
ナ
ー
ズ
ビ
ル
で
は

街
道
沿
い
の
全
て
の
建
物
が
パ

ス
テ
ル
系
の
、
し
か
し
決
し
て

フ
ァ
ン
シ
ー
な
色
合
い
で
は
な

く
、
古
い
建
物
と
マ
ッ
チ
し
た

ア
ー
ス
系
パ
ス
テ
ル
に
塗
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
２
０
０
０
年

頃
に
当
時
村
に
在
住
し
て
い
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
エ
レ
ナ
・
パ

タ
ー
ソ
ン
氏
発
案
の
﹁
ペ
イ
ン

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
に
よ
る
も
の

で
、
地
元
住
民
と
企
業
ス
ポ
ン

サ
ー
の
協
力
と
行
政
の
支
援
を

ン
ト
の
グ
リ
ー
ン
山
脈
を
望
む

景
色
。
帰
り
は
リ
フ
ト
に
乗
っ

て
も
よ
し
、
健
脚
な
人
は
歩
い

て
下
山
す
る
も
よ
し
。

　

本
格
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し

た
い
人
に
は
Ｎ
Ｙ
州
で
最
も

高
所
に
あ
る
火
の
見
櫓
︵Fire 

T
ow

er

︶
に
つ
な
が
る
往
復

４
マ
イ
ル
の
コ
ー
ス
も
あ
る
。

ハ
ン
タ
ー
山
頂
上
か
ら
の
所
要

時
間
は
往
復
約
３
時
間
、
ハ
イ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
着
用
の
こ

と
。

　

リ
フ
ト
は
９
月
４
日
ま
で
土

〜
月
、
９
月
9
日
か
ら
10
月
15

日
ま
で
は
土
日
の
み
運
行
、
い

ず
れ
も
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
。
チ
ケ
ッ
ト
は
大
人

18
ド
ル
、
子
供
︵
3
〜
12
歳
︶

14
ド
ル
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入

可
。
現
地
で
購
入
す
る
場
合
、

免
責
事
項
が
び
っ
し
り
書
か
れ

た
書
類
に
署
名
し
な
い
と
売
っ

て
く
れ
な
い
。

と
﹁
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
＆
マ
ッ
シ

ュ
ポ
テ
ト
︵
21
ド
ル
︶﹂。
ナ
チ

ョ
ス
の
プ
ル
ド
ポ
ー
ク
は
甘
す

ぎ
ず
辛
す
ぎ
な
い
ソ
ー
ス
が
柔

ら
か
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ポ
ー

ク
に
絡
ん
で
美
味
し
い
。
ミ
ー

ト
ロ
ー
フ
は
こ
れ
ぞ
ア
メ
リ
カ

料
理
の
一
品
、
手
を
抜
か
ず
マ

ッ
シ
ュ
も
野
菜
も
き
ち
ん
と
料

理
さ
れ
て
い
る
。
店
員
の
サ
ー

ビ
ス
も
良
い
。
店
内
左
手
の
売

店
ス
ペ
ー
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
も
忘

れ
ず
に
。

受
け
て
実
現
し
た
。

　

か
つ
て
村
に
活
気
を
も
た
ら

し
た
製
材
と
皮
な
め
し
業
は
19

世
紀
半
ば
に
崩
壊
、
そ
の
後
は

鉄
道
の
開
通
と
共
に
避
暑
地
と

し
て
栄
え
た
も
の
の
、
車
の
普

及
と
共
に
人
々
の
行
動
範
囲
が

広
が
り
、
タ
ン
ナ
ー
ズ
ビ
ル
は

再
び
衰
退
、
ハ
ン
タ
ー
山
へ
の

単
な
る
通
過
点
と
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
さ
び
れ
た
村
を
再

生
さ
せ
よ
う
と
実
行
さ
れ
た
の

が
﹁
ペ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

で
、
そ
の
成
果
は
人
々
の
注
目

を
浴
び
て
訪
れ
る
人
が
倍
増
。

村
に
活
気
が
戻
っ
た
だ
け
で
は

な
く
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は

２
０
０
８
年
に
国
家
歴
史
登
録

財
に
登
録
、
21
年
に
は
Ｎ
Ｙ
州

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
活
性
化
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
に
於
い
て
首
都
圏
で
２

位
と
な
る
な
ど
、
村
は
見
事
な

再
生
を
遂
げ
た
。

　

数
は
多
く
な
い
が
個
性
的
な

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ

プ
が
並
び
、
小
さ
な
川
も
流
れ

る
村
は
ぶ
ら
ぶ
ら
散
策
す
る
の

に
ぴ
っ
た
り
だ
。

■
リ
ッ
プ
・
バ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク

ル
湖

　

村
の
散
策
を
終
え
た
ら
村
は

ず
れ
の
小
さ
な
湖
へ
足
を
伸
ば

そ
う
。
湖
名
の
リ
ッ
プ
・
バ
ン
・

ウ
ィ
ン
ク
ル
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ア
ー
ビ
ン
グ
の
小
説
名
で
主
人

公
の
名
前
で
も
あ
る
。
湖
畔
に

は
軽
食
と
自
転
車
や
パ
ド
ル
ボ

ー
ト
の
レ
ン
タ
ル
を
し
て
い
る

ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
が
一
軒
あ
る
の

み
で
他
に
は
何
も
な
い
。
小
さ

な
ビ
ー
チ
と
青
い
空
を
映
す
小

さ
な
湖
だ
け
。
こ
の
静
け
さ
が

何
と
も
言
え
ず
心
地
よ
い
。
近

く
に
は
自
転
車
と
ハ
イ
キ
ン
グ

用
に
整
備
さ
れ
た
﹁
ハ
ッ
ク
ル

ベ
リ
ー
・
ト
レ
イ
ル
﹂
が
あ
る

そ
う
で
、
紅
葉
の
季
節
に
戻
っ

て
こ
よ
う
と
心
に
誓
っ
て
帰
路

に
着
い
た
。

Tannersville の一般住宅リップ・バン・ウィンクル湖

リフト

山頂の眺め

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.lastchanceonline.com/
http://www.fredsdonuts.com/
http://www.huntermtn.com/
http://www.huntermtn.com/
http://www.huntermtn.com/
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 BOOKS
　

第
１
６
９
回
芥
川
賞
受
賞
作

品
。
﹁
当
事
者
文
学
﹂
﹁
芥
川
賞

初
の
重
度
障
碍
者
作
家
﹂
﹁
読

書
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
訴
え

る
﹂
。
作
家
・
市
川
沙
央
さ
ん

の
受
賞
を
伝
え
る
新
聞
の
見
出

し
や
テ
レ
ビ
画
面
に
は
、
そ
れ

ら
の
文
字
が
踊
る
。
だ
が
実
際

に
手
に
取
り
読
め
ば
、
大
き
く

外
れ
て
は
い
な
い
が
、
本
質
を

言
い
え
て
も
い
な
い
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
の
テ

ー
マ
は
﹁
生
﹂
で
あ
る
。

　

難
病
で
あ
る
筋
疾
患
先
天
性

ミ
オ
パ
チ
ー
に
よ
る
症
候
性
側

弯
症
の
当
事
者
で
、
人
工
呼
吸

器
や
電
動
車
椅
子
を
使
い
生
活

す
る
市
川
さ
ん
が
作
り
上
げ
た

作
品
の
主
人
公
は
、
市
川
さ
ん

を
投
影
し
た
か
の
よ
う
な
、
先

天
性
の
障
碍
を
も
つ
。
遺
伝
性

筋
疾
患
の
た
め
に
背
骨
が
曲
が

り
、
人
口
呼
吸
器
を
使
い
、
裕

福
な
両
親
が
残
し
て
く
れ
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
、
介
護
を
受

け
な
が
ら
暮
ら
す
。﹁
遺
伝
子

エ
ラ
ー
で
筋
肉
の
設
計
図
そ
の

も
の
が
間
違
っ
て
い
る
﹂
せ
い

で
、
主
人
公
の
身
体
は
、
維
持

も
成
長
も
老
化
も
、
設
計
図
の

間
違
い
を
重
ね
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
進
む
。
折
れ
曲
が
っ
て

い
く
背
骨
は
徐
々
に
内
臓
を
押

し
つ
ぶ
し
、
確
実
に
寿
命
を
縮

め
て
い
く
。
じ
わ
じ
わ
と
迫
る

苦
し
み
で
息
が
詰
ま
る
の
だ

が
、
早
熟
な
精
神
は
よ
り
冴
え

わ
た
り
、
生
命
の
焔
を
た
ぎ
ら

せ
る
。
火
照
り
を
持
て
余
す
精

神
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
過
激
な

発
言
を
つ
ぶ
や
か
せ
る
。

　

私
も
、
生
半
可
な
こ
と
を
言

え
ば
叱
ら
れ
る
と
自
覚
し
な
が

ら
、
つ
ぶ
や
い
て
み
る
。﹁
こ

の
作
品
は
﹃
和
泉
式
部
日
記
﹄

の
和
泉
式
部
と
﹃
源
氏
物
語
﹄

の
紫
式
部
の
両
者
に
通
じ
る

な
﹂。

　

二
人
の
貴
公
子
に
愛
さ
れ
た

和
泉
式
部
の
、
周
り
か
ら
誹
り

を
受
け
る
ほ
ど
の
濃
厚
な
、
極

め
て
個
人
的
な
愛
の
和
歌
は
、

恋
愛
体
質
の
天
才
型
の
彼
女
に

し
か
作
り
え
な
か
っ
た
。
内
向

的
な
紫
式
部
は
、
煌
び
や
か
な

朝
廷
の
中
心
近
く
に
居
な
が
ら

に
、
普
遍
的
な
心
の
深
い
闇
を

探
り
当
て
る
よ
う
に
、
華
や
か

に
、
厭
世
的
に
壮
大
な
王
朝
文

学
を
書
き
き
っ
た
。

　

同
時
代
に
あ
っ
た
こ
の
２
つ

の
視
点
。
当
事
者
と
傍
観
者
。

実
と
虚
。
共
に
彰
子
に
仕
え
、

蛍
雪
を
過
ご
し
た
和
泉
式
部
と

紫
式
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
極

め
た
現
世
の
儚
さ
を
後
世
に
残

し
た
。

　

現
代
の
作
品
の
主
人
公
は
、

儚
い
現
世
を
ど
こ
に
見
つ
け
た

か
。
言
わ
ず
も
が
な
、
ネ
ッ
ト

の
中
。
広
大
な
ネ
ッ
ト
世
界
に

渦
巻
く
生
々
し
い
ま
で
の
生
。

愛
と
欲
と
性
と
、
生
。
あ
ま
り

の
力
強
さ
に
恐
れ
を
な
し
て

か
、
死
は
近
づ
か
な
い
。
し
か

し
生
身
の
肉
体
は
死
に
屈
服
す

る
。
そ
れ
が
現
世
の
終
焉
。
私

た
ち
は
ま
た
再
び
の
終
末
を
迎

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分

の
足
で
歩
け
な
く
な
っ
た
自
分

を
、涅
槃
仏
に
例
え
る
主
人
公
。

せ
め
て
身
体
が
ま
だ
機
能
し
て

い
る
う
ち
に
、
健
常
者
が
す
る

よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
。
そ
れ

が
ま
っ
と
う
に
生
き
て
る
っ
て

こ
と
で
し
ょ
。

　

芥
川
賞
受
賞
記
念
記
者
会
見

壇
上
の
、
色
鮮
や
か
な
オ
レ
ン

ジ
の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
市
川

さ
ん
は
、
凛
と
し
て
と
て
も
美

し
か
っ
た
。
短
い
袖
か
ら
伸
び

た
細
い
腕
が
微
か
に
動
き
、
長

い
指
で
喉
に
穿
た
れ
た
人
工
呼

吸
器
を
抑
え
な
が
ら
声
を
出
す

様
子
は
、
な
に
か
特
別
な
所
作

を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
見
と

れ
て
し
ま
っ
た
。

　

市
川
さ
ん
の
ク
ー
ル
で
、
エ

ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
、残
酷
で
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
感
性
が
好
き

だ
と
い
つ
か
伝
え
ら
れ
た
ら
と

思
っ
た
け
れ
ど
、
軽
く
笑
っ
て

受
け
流
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

︵
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
︶

でも、心は健常者の紫式部
　　　　　　　　　　　　市川沙央・著

 文藝春秋・刊

■水を縫う（寺地はるな、集英社文庫）結婚を控えた姉の
ためにウェディングドレスを手作りすると宣言した高校 1
年生の弟。しかし母から反対されてしまう。「男なのに」「女
らしく」そんな言葉に立ち止まったことのある人へ贈る家
族の物語。第９回河合隼雄物語賞受賞作。■なぜヒトだけ
が老いるのか（小林武彦、講談社現代新書）人間以外の生
物は老いずに死ぬ。ヒトは人生の 40％が「老後」であり、
ヒトだけが獲得した「長い老後」には重要な意味がある。「老
いの意味」を知ることは「生きる意味」を知ることだった。
生物学で捉え「老いの常識」が覆る、ベストセラー『生物
はなぜ死ぬのか』の最新作。■図書館のお夜食（原田ひ香、
ポプラ社）東北の書店に勤めるも上手く行かず、仕事を辞
めようかと思っていた樋口乙葉は、SNS で知った東京郊
外にある「夜の図書館」で働くことになる。そこは普通の
図書館と異なり、開館時間が夜だけ、そして亡くなった作
家の蔵書が集められていた。乙葉はそこで予想外の事件に
遭遇しながら「働くこと」について考えていく。■限界国
家（楡周平、双葉社）30 年後の日本社会がどうなってい
るか調査すると、仕事は AI により「人間は不要」になり、
働きたくても働けない人たちが続出。地方の過疎化は深刻
化の一方だ。この国に明日はあるのか？経済小説のトップ
ランナーが描く日本の未来。そしてそれを担う若者の生き
る道とは。■ヒポクラテスの悔恨（中山七里、祥伝社文庫）「一人だけ殺す。
絶対に自然死にしか見えないかたちで」という法医学教室教授への脅迫文が
ネットに書き込まれた。日本の解剖率の低さを訴えるテレビ番組での「問題
の 9 割はカネで解決できる」という教授の発言が発端だった。助教は教授の
過去に手がかりを求めると、ある因縁が浮上する。■完全版ローマ人への質
問（塩野七生、文春新書）「ローマは一日して成らず」の格言を生んだ古代ロー
マが西欧各国の歴史の手本とされたのは、その 1000 年が危機と克服の連続
であったからだ。崇高と卑劣、叡知と愚かさ、人間の営みのすべてを示して
くれたローマは人間の歴史のすべてを凝縮している。現代の日本人にとって
も、人間の生き方や国のありかたを学ぶ宝庫だと言える。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

世
の
中
の
普
通
を
踏
み
越
え
て
い
く
家
族
小
説
。
人
間
の
老
後
が
長
い
意
味
と
は
。
本

に
登
場
す
る
料
理
が
出
て
く
る
﹁
夜
の
図
書
館
﹂。
日
本
の
未
来
予
想
小
説
。
隠
れ
た
犯

罪
が
潜
む
法
医
学
ミ
ス
テ
リ
ー
。
人
間
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
た
﹁
塩
野
ロ
ー
マ
史
﹂。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

﹁
１
９
４
５
年
８
月
６
日
。

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
ヒ
ロ
シ
マ

は
、
ま
た
た
く
ま
に
焼
け
野
原

と
な
り
ま
し
た
。
あ
の
原
子
爆

弾
の
た
め
に
﹂

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ

ー
在
住
の
絵
本
作
家
、
森
本
順

子
さ
ん
︵
２
０
１
７
年
、
85
歳

で
逝
去
︶
が
13
歳
の
と
き
に
広

島
で
被
爆
し
た
体
験
を
平
和
へ

の
願
い
を
こ
め
て
描
い
た
絵

本
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
、

爆
発
が
も
た
ら
し
た
惨
状
は
、

日
常
生
活
の
平
和
な
ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト
か
ら
、
澄
み
切
っ
た

青
空
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
飛
行
機

や
、
順
子
さ
ん
と
妹
が
互
い
に

し
が
み
つ
き
す
べ
て
を
包
み
込

む
よ
う
な
茶
色
の
渦
を
経
て
、

握
り
し
め
る
手
に
重
な
る
キ
ノ

コ
雲
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
絵
本
形
式
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
は
、
原
爆
を
自
分
の
目
で

見
て
体
験
し
た
少
女
の
苦
し
み

と
戦
争
の
む
ご
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
語
っ
て
い
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
、

ナ
ガ
サ
キ
を
知
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
が
年
々
増
え
て
い
る
と
い

う
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
こ

の
時
期
に
読
み
聞
か
せ
た
い
一

冊
。
日
本
語
版
は
﹃
私
の
ヒ
ロ

シ
マ
﹄
︵
金
の
星
社
︶
。︵
高
田
︶

原
爆
を
体
験
し
た
少
女
の
手
記

 『My Hiroshima』
Written by Junko Morimoto

Viking Books for Young Readers

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

今
回
は
歯
磨
き
粉
や
マ
ウ
ス

ウ
オ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
清
涼
感
あ
る
薬
臭
い

匂
い
の
ウ
イ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ガ
ム
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
に
も
汎

用
さ
れ
、
ソ
ー
ダ
の
ル
ー
ト
ビ

ア
フ
レ
ー
バ
ー
も
ウ
イ
ン
タ
ー

グ
リ
ー
ン
の
香
り
で
す
。
日
本

で
は
ヒ
メ
コ
ウ
ジ
と
呼
ば
れ
、

北
ア
メ
リ
カ
の
東
北
部
が
原
産

の
ツ
ツ
ジ
科
の
植
物
で
、
背
丈

は
10
〜
15
セ
ン
チ
位
の
小
低
木

の
常
緑
樹
で
す
。
精
油
は
葉
を

蒸
留
し
て
得
ら
れ
冬
緑
油
と
も

言
い
ま
す
。
中
国
、
ネ
パ
ー
ル

が
主
な
精
油
の
生
産
地
で
す
。

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
で
は
使
用
に

は
注
意
が
必
要
な
危
険
性
の
高

い
精
油
の
ひ
と
つ
で
あ
ま
り
一

般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ

ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
の
精
油
は
ほ

ぼ
一
種
類
の
成
分
で
占
め
ら
れ

そ
の
約
98
％
が
メ
チ
ル
サ
リ
シ

レ
ー
ト
で
す
。
メ
チ
ル
サ
リ
シ

レ
ー
ト
は
鎮
痛
消
炎
症
の
有
効

成
分
と
し
て
塗
り
薬
等
に
広
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ

ロ
ン
パ
ス
に
10
％
、
タ
イ
ガ
ー

バ
ー
ム
の
リ
ニ
メ
ン
ト
油
に
28

％
、
ベ
ン
ゲ
イ
に
30
％
、
ア
イ

シ
ー
ホ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
に
30
％

配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
薬
用
石
鹸
や
薬
用
歯
磨
き
な

ど
の
薬
用
化
粧
品
へ
の
配
合
上

限
が
０
・
10
％
、
食
品
フ
レ
ー

バ
ー
用
の
配
合
上
限
が
０
・
04

％
で
す
。
ミ
ン
テ
ィ
、
ウ
ッ
デ

ィ
ー
、
そ
し
て
ク
リ
ー
ミ
ー
な

ト
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
持
つ
独
特
の

甘
く
ヘ
ビ
ー
な
薬
く
さ
い
香
り

は
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
と
し
て
も
使

わ
れ
イ
ラ
ン
イ
ラ
ン
や
チ
ュ
ベ

ロ
ー
ズ
な
ど
の
花
香
の
ベ
ー
ス

に
用
い
ら
れ
ま
す
。
も
し
お
使

い
に
な
る
場
合
は
、
毒
性
、
危

険
性
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
す

る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

79

ウ
イ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
の
香
り

 絵・古舘みどり

教
師
辞
め
て
米
国
で
女
優
に

女優

筒井あづみ さん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
10
年
以
上

女
優
と
し
て
活
躍
す
る
日
本
人

女
性
、
筒
井
あ
づ
み
さ
ん
は
、

８
月
に
３
公
演
が
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
で
予
定
さ
れ
て
い
る
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
﹁
じ
ゃ
じ
ゃ

馬
な
ら
し
﹂
を
も
と
に
し
た
コ

メ
デ
ィ
ー
劇
﹁Shrew

 Y
ou

﹂

に
１
人
４
役
で
出
演
す
る
。
女

性
４
人
の
キ
ャ
ス
ト
で
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
中
で
も
最

も
性
差
別
的
と
も
い
わ
れ
る
同

作
品
に
挑
戦
す
る
。

　

出
身
は
大
阪
で
、
京
都
大
学

総
合
人
間
学
部
を
卒
業
後
、
京

大
大
学
院
修
了
を
経
て
奈
良
女

子
大
附
属
中
学
の
英
語
教
師
と

し
て
一
旦
採
用
さ
れ
た
が
、
学

生
の
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
住
み

た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
が
本
当
に
教

師
で
い
い
の
か
を
自
問
し
、
１

年
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
芝
居
を

学
ん
で
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た

と
い
う
。
２
０
１
０
年
に
来
米

し
た
。
現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

俳
優
業
を
し
て
い
る
。

　

高
校
生
の
頃
テ
レ
ビ
で
深
夜

に
ア
メ
リ
カ
ド
ラ
マ
を
初
め
て

見
た
が
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
へ

の
憧
れ
に
繋
が
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
演
劇
学
校

に
２
年
通
っ
た
あ
と
は
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
す
る
毎
日
が

続
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
か
ら
は
、
現
在
も
98
％
近

く
が
ビ
デ
オ
審
査
だ
と
い
う
。

現
在
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇

団
で
あ
る “

H
am

let Isn’
t 

D
ead”

に
所
属
。
公
演
前
は

台
詞
を
覚
え
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
独

特
の
言
葉
遣
い
や
リ
ズ
ム
、
言

葉
の
意
味
や
正
し
い
発
音
を
調

べ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
大
変
だ
。

　

今

回

の

作

品
﹁Shrew

 
Y

ou!

﹂
は
、
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
な

娘
の
姉
が
先
に
嫁
が
な
い
と
結

婚
で
き
な
い
妹
と
そ
の
求
婚
者

た
ち
が
、
あ
の
手
こ
の
手
で
姉

を
結
婚
さ
せ
て
淑
女
に
し
て
い

く
話
。筒
井
さ
ん
は
主
役
の
妹
、

ビ
ア
ン
カ
や
男
役
の
ト
ラ
ー
ニ

オ
、
ホ
ー
テ
ン
シ
オ
、
仕
立
て

屋
の
４
役
を
演
じ
て
い
る
。
同

作
品
は
、
女
性
蔑
視
的
と
も
取

ら
れ
か
ね
な
い
表
現
や
台
詞
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
﹁
議
論
の

あ
る
作
品
な
の
で
す
が
、
そ
れ

を
女
性
の
み
の
キ
ャ
ス
ト
で
現

代
風
に
書
き
換
え
る
と
い
う
の

が
コ
ン
セ
プ
ト
な
ん
で
す
﹂
と

い
う
。﹁
劇
団
は
、
も
の
す
ご

く
う
ま
い
役
者
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
日
々
彼
ら
と
リ
ハ
ー
サ

ル
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
た

り
、
舞
台
を
や
っ
て
い
く
と
、

彼
ら
の
知
識
量
や
、
易
々
と
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
を
演
じ
て

い
け
る
力
量
に
圧
倒
さ
れ
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
環
境

で
学
べ
る
こ
と
は
非
常
に
有
益

で
す
。
私
は
英
語
が
母
国
語
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
こ

そ
人
と
違
う
何
か
を
提
供
し
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
私
な

り
の
や
り
方
で
劇
団
に
貢
献
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
﹂
と
語
っ
た
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
︶　

　
　︵
舞
台
案
内
８
面
に
掲
載
︶

http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
https://www.skindeepnyc.com/
https://www.cosmeproud.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
のA

lto

日
本
語
補
習
校

で
は
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
中
期

を
開
催
し
て
い
る
。
中
期
は
科

学
に
関
連
し
た
活
動
を
主
に
行

っ
て
お
り
、
化
学
反
応
の
様
子

を
見
ら
れ
る
実
験
や
、
動
く
お

も
ち
ゃ
づ
く
り
な
ど
を
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
。

　

中
期
１
週
目
を
通
し
て
取
り

組
ん
だ
の
は
、
自
分
で
計
画
、

実
行
、
修
正
を
進
め
る
活
動
の

﹁
車
づ
く
り
﹂。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
最
初
の
難
関
は
、
ギ
ア

を
う
ま
く
噛
み
合
わ
せ
る
こ

と
。
自
分
で
好
き
な
大
き
さ
に

切
っ
た
段
ボ
ー
ル
に
、
シ
ャ
フ

ト
と
タ
イ
ヤ
、
モ
ー
タ
ー
と
ギ

ア
を
載
せ
て
い
く
。
一
通
り
を

組
み
合
わ
せ
て
﹁
で
き
た
！
﹂

と
喜
ぶ
も
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
と
走
ら
な
い
。﹁
な
ん
か
変

な
音
が
す
る
﹂﹁
も
っ
と
下
に

つ
け
な
い
と
﹂﹁
も
っ
と
ギ
ュ

ッ
と
く
っ
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
﹂
と
、
観
察
し
な
が
ら
解
決

策
を
試
し
て
い
く
。
と
き
に
は

友
だ
ち
や
先
生
の
手
助
け
で
、

動
力
を
伝
え
る
土
台
を
完
成
さ

せ
た
。
車
体
を
作
る
際
に
も

﹁
こ
こ
が
ひ
っ
か
か
っ
て
進
ま

な
い
﹂﹁
こ
れ
は
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
ト
ラ
ッ
ク
だ
よ
﹂﹁
四
階

建
て
？
す
ご
い
！
﹂
と
子
ど
も

た
ち
同
士
の
会
話
が
生
ま
れ
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
み
と
達
成

感
を
分
か
ち
合
う
様
子
が
見
ら

れ
た
。
最
終
日
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
信
作
と
な
っ
た
マ
シ
ン

を
手
作
り
の
コ
ー
ス
で
走
ら
せ

た
。
活
動
の
様
子
は
同
校
の

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も

公
開
中
。

自
動
車
を
作
る

A
lto

日
本
語
補
習
校

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
中
期

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
市
、
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

笠
間
将
平

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で
は
、

２
０
２
３
年
度
の
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
が
活
気
に
溢
れ
る
中
、
7

月
28
日
に
最
終
日
を
迎
え
た
。

　

６
月
28
日
か
ら
始
ま
っ
た
幼

児
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
︵ 

デ

ィ
レ
ク
タ
ー
青
砥
亮
太
︶
で

は
、
前
期
3
週
間
は
﹁
お
い
し

い
楽
し
い
日
本
の
世
界
﹂
と
い

う
テ
ー
マ
の
元
、
茶
道
教
室
や

和
太
鼓
の
体
験
、
流
し
そ
う
め

ん
等
の
日
本
の
文
化
を
体
験
出

来
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
た
。
続
く
後
期
2
週
間
で
は

﹁
育
英
、
動
物
王
国
！
﹂
と
い

う
テ
ー
マ
の
元
で
、
学
園
に
ト

ロ
ッ
コ
列
車
を
呼
ん
で
乗
っ
た

り
、
移
動
動
物
園
を
楽
し
ん
だ

り
と
自
然
と
冒
険
の
テ
ー
マ
に　
　

沿
っ
た
魅
力
溢
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

幼
児
部
、
小
学
部
合
同
の
縁

日
で
は
輪
投
げ
、
千
本
く
じ
、

か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
な

ど
の
出
店
で
賑
わ
い
、
ま
る
で

日
本
に
い
る
か
の
よ
う
な
時
間

を
子
ど
も
達
は
過
ご
す
こ
と
が

出
来
た
。

楽しかった！
サマースクール

NY育英学園

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
は
７
月

の
４
週
間
に
わ
た
り
、
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
。
最
終

日
の
28
日
は
、
毎
年
恒
例
の
夏

ま
つ
り
が
催
さ
れ
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
体
育
館
が
午

前
10
時
に
開
場
さ
れ
る
と
、
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
さ
ら
に

例
年
以
上
の
数
の
外
部
か
ら
の

親
子
連
れ
が
館
内
へ
と
入
っ

た
。
新
元
校
長
は
子
ど
も
た
ち

に
﹁
イ
べ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
﹂

と
声
が
け
し
、保
護
者
へ
は﹁
今

日
は
童
心
に
戻
っ
て
満
喫
し
て

く
だ
さ
い
﹂
と
話
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
さ
っ
そ
く
各
ブ
ー
ス

で
﹁
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
﹂
や
﹁
Ｕ

Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
﹂、﹁
た
こ

焼
き
ビ
ン
ゴ
﹂
な
ど
を
楽
し
ん

だ
。
日
本
の
祭
り
の
夜
店
を
思

わ
せ
る
各
ブ
ー
ス
で
、
手
に
し

た
紙
に
パ
チ
ン
と
穴
を
開
け
て

も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
ゲ
ー
ム
に
興
じ

た
。
イ
べ
ン
ト
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
、
講
師
と
し
て
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
で
指
導
し
た
、
Ｎ
Ｙ

を
拠
点
に
す
る
劇
団
ア
マ
テ
ラ

ス
座
の
劇
団
員
た
ち
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
続
い
て
参
加

者
を
交
え
、﹁
ド
レ
ミ
の
歌
﹂

を
歌
い
踊
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
締
め
く

く
り
の
盆
踊
り
で
は
、
浴
衣
や

甚
平
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
子
ど

も
た
ち
や
付
き
添
っ
た
家
族
か

ら
も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

最
終
日
に
夏
祭
り

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

４
週
間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://www.joes.or.jp/
https://www.interschool-jp.com/
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リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
は
７
月

の
４
週
間
に
わ
た
り
、
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
。
最
終

週
の
木
曜
は
幼
児
・
小
学
ク
ラ

ス
の
参
加
者
を
対
象
に
、
裏
千

家
の
茶
道
の
講
師
を
招
い
て
茶

道
教
室
が
開
か
れ
た
。

　

ま
ず
千
利
休
や
茶
室
な
ど
歴

史
や
作
法
の
基
礎
的
な
知
識
を

教
え
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
。
和

菓
子
を
口
に
入
れ
る
と
、
そ
れ

を
載
せ
た
盆
を
隣
に
座
る
参
加

者
へ
と
譲
る
が
、
お
礼
の
お
じ

ぎ
と
い
っ
た
動
作
の
一
つ
ひ
と

つ
を
作
法
ど
お
り
に
行
っ
た
。

次
に
、
講
師
が
抹
茶
の
粉
末
が

入
っ
た
茶
碗
に
鉄
瓶
か
ら
お
湯

を
注
ぎ
、
そ
れ
が
目
の
前
に
置

か
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
お
茶
を
点
て
る

番
だ
。

　

渡
さ
れ
た
茶
せ
ん
を
手
に
か

き
混
ぜ
た
と
こ
ろ
、
茶
碗
の
な

か
で
、
泡
立
つ
ク
リ
ー
ミ
ー
な

抹
茶
が
で
き
あ
が
っ
た
。
作
法

に
従
い
手
の
ひ
ら
に
載
せ
る
茶

碗
を
も
う
片
方
の
手
で
２
度
回

し
、
自
分
で
立
て
た
抹
茶

を
口
に
す
る
と
、
苦
く
て
飲
み

き
れ
な
い
と
い
う
反
応
が
あ
る

一
方
で
、
に
っ
こ
り
と
﹁
お
い

し
い
﹂
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
わ
び

さ
び
に
根
ざ
し
た
日
本
文
化
と

そ
の
伝
統
を
垣
間
み
る
経
験
と

な
っ
た
。

千
利
休
を
学
ぶ

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
西
１
０
３
丁

目
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英

学
園
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

︵
ガ
イ
ズ
ラ
ー
じ
ゅ
ん
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶
で
は
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
参
加
の
小
学
部
が
茶
道

体
験
を
行
っ
た
。
い
つ
も
と
違

う
厳
か
な
雰
囲
気
に
背
筋
が
伸

び
る
子
ど
も
達
は
、
正
座
に
苦

戦
し
な
が
ら
も
真
剣
な
表
情
で

参
加
し
た
。
抹
茶
に
お
湯
が
注

が
れ
る
と
爽
や
か
な
香
り
が
広

が
り
、
思
わ
ず
子
ど
も
達
も
﹁
い

い
匂
い
だ
ね
﹂
と
声
を
あ
げ
た
。

抹
茶
を
点
て
る
茶
筅
を
優
し
く

持
つ
よ
う
に
指
導
さ
れ
、
最
初

は
ゆ
っ
く
り
し
た
手
つ
き
だ
っ

た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
楽
し
ん

だ
様
子
で
あ
っ
た
。
お
茶
菓
子

を
食
べ
て
、
抹
茶
を
少
し
口
に

含
む
と
﹁
苦
い
﹂
と
顔
を
し
か

め
た
子
ど
も
達
は
、
お
互
い
の

反
応
に
思
わ
ず
笑
い
合
っ
て
い

た
。
緊
張
し
た
雰
囲
気
が
一
気

に
和
ら
ぎ
、
笑
顔
で
体
験
を
終

え
た
。

　

日
本
の
夏
に
ち
な
ん
だ
週
ご

と
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
を

主
に
、
水
遊
び
に
水
泳
教
室
と

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
。
親
子
教
室
も
開

催
。
８
月
21
日
の
週
ま
で
開

催
さ
れ
、
週
単
位
で
参
加
可

能
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

frien
ds.n

y
iku

ei@
gm

ail.
com

ま
で
。

﹁
抹
茶
い
い
匂
い
﹂

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

茶
道

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
で
は
、

７
月
の
４
週
間
に
わ
た
り
、
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。
期
間
中
は
毎
週
教
室
を
出

て
校
外
学
習
を
行
う
が
、
今
回

幼
児
・
小
学
生
が
向
か
っ
た
先

は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
区
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
に
あ
る
ホ
ー
ル
・
オ
ブ
・

サ
イ
エ
ン
ス
。バ
ス
で
到
着
後
、

敷
地
内
の
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
で
軽
く

体
を
動
か
し
、
さ
っ
そ
く
同
科

学
館
の
中
を
歩
い
た
。
ア
ー
ト

と
科
学
の
融
合
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
る
だ
け
あ
っ
て
、
施
設
内
の

展
示
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
科

学
の
情
報
や
知
識
だ
け
に
お
さ

ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
色
と

り
ど
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ネ

ジ
を
壁
面
に
あ
る
た
く
さ
ん
の

穴
に
埋
め
込
ん
で
い
く
。
す
る

と
そ
れ
が
﹁
作
者
﹂
の
名
前
に

な
っ
た
り
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

へ
と
形
成
さ
れ
た
り
す
る
。
想

像
力
を
か
き
立
て
ら
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
ネ
ジ

を
は
ず
し
、
埋
め
込
む
作
業
を

続
け
た
。
ま
た
、
電
磁
波
で
モ

ノ
を
作
動
さ
せ
る
コ
ー
ナ
ー
、

ブ
ロ
ッ
ク
や
木
片
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
管
を
積
み
重
ね
た
り
、

つ
な
げ
た
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
に
も
関
心
を
示
し
、
時
々
歓

喜
の
声
を
上
げ
な
が
ら
体
験
し

て
い
た
。

　

同
科
学
館
へ
の
見
学
に
あ
た

っ
て
、
小
学
ク
ラ
ス
で
は
教
室

内
で
磁
石
を
用
い
た
実
験
や
石

を
使
用
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
家

づ
く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
。
磁
気
の
特
性
や
組
み
立
て

や
構
造
の
基
礎
を
学
ん
だ
こ
と

が
、
今
回
の
訪
問
で
活
か
さ
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。
翌
日
、
子

ど
も
た
ち
は
教
室
に
あ
っ
た
木

片
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
手
に
し
て
積
み
重
ね
て
い

た
。
楽
し
い
思
い
出
の
残
る
一

日
と
な
っ
た
。

アートと科学
リセ・ケネディ日本人学校

校外学習へ

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
西
側
１
０
３

丁
目
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育

英
学
園
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

︵
ガ
イ
ズ
ラ
ー
じ
ゅ
ん
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶
は
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
行
っ
て
い
る
。
１
歳
か
ら

３
歳
の
子
供
が
参
加
す
る
親
子

教
室
で
は
７
月
19
日
に
﹁
金
魚

す
く
い
ご
っ
こ
﹂が
行
わ
れ
た
。

親
子
で
手
遊
び
、
運
動
遊
び
、

歌
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
後
に

傘
袋
で
金
魚
を
製
作
し
た
。
子

供
た
ち
は
製
作
し
た
金
魚
に
目

の
シ
ー
ル
を
貼
る
と﹁
で
き
た
﹂

と
嬉
し
そ
う
に
保
護
者
に
見
せ

て
完
成
を
喜
ん
だ
。
紙
皿
で
作

っ
た
金
魚
鉢
に
金
魚
を
浮
か
べ

て
す
く
う
と
笑
顔
に
な
り
﹁
も

う
１
回
﹂
と
何
度
も
繰
り
返
し

遊
ん
だ
。
お
や
つ
の
時
間
で
は

夏
野
菜
の
と
う
も
ろ
こ
し
を
食

べ
な
が
ら
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
楽
し
ん
だ
。
親
子
教
室
は

毎
週
木
曜
に
、
１
〜
３
歳
の
子

供
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
成
長

で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

７
月
21
日
に
幼
児
部
、
小
学

部
の
子
ど
も
達
が
ス
イ
カ
割
り

を
楽
し
ん
だ
。
初
め
て
挑
戦
す

る
子
ど
も
達
も
多
く
、
床
に
置

か
れ
た
す
い
か
に
何
が
始
ま
る

の
か
と
興
味
深
々
の
様
子
で
あ

っ
た
。
ス
イ
カ
を
棒
で
叩
く
と

分
か
る
と
﹁
や
っ
て
み
た
い
﹂

と
興
味
を
持
っ
て
教
諭
の
話
を

聞
い
て
い
た
。
目
隠
し
を
し
た

子
ど
も
が
棒
を
に
ぎ
り
し
め
、

順
番
に
ス
イ
カ
を
狙
っ
て
叩
い

た
。
棒
を
持
っ
た
子
ど
も
が
す

い
か
に
近
づ
く
と
、
周
り
の
園

児
が
一
斉
に﹁
も
う
少
し
前
！
﹂

﹁
反
対
だ
よ
！
﹂
と
声
援
を
送

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
に
職
員
が
力
強
く
叩
く
と

ス
イ
カ
が
真
っ
二
つ
に
割
れ
、

拍
手
と
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
よ

く
冷
え
た
ス
イ
カ
を
頬
張
り
な

が
ら
﹁
割
れ
て
よ
か
っ
た
ね
﹂

﹁
楽
し
か
っ
た
ね
﹂
と
夏
の
味

を
楽
し
ん
だ
。

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

親
子
教
室
や
ス
イ
カ
割
り

https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
http://shidogakuin.com
https://www.bozubrooklyn.com/
https://artofhaiku.org/
mailto:kazenowabg@gmail.com
tel:2014616502
https://japaneseschool.org
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前
回
の
コ
ラ
ム
で
﹁
も
し

も
、
自
分
が
認
知
症
や
障
害
で

意
思
決
定
が
で
き
な
く
な
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
﹂
﹁
他
人
に
自

分
の
人
生
を
決
め
ら
れ
て
し
ま

っ
た
ら
お
し
ま
い
﹂
と
か
、﹁
自

由
に
自
分
の
希
望
通
り
に
意
思

決
定
で
き
な
い
の
な
ら
憲
法
の

幸
福
追
求
権
の
侵
害
だ
﹂
な
ど

書
き
ま
し
た
が
、
別
の
視
点
か

ら
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
前
述
の
意
見
は
全
く
健
常

者
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
自
分
で
自
由
に
な
ん
で
も

決
め
ら
れ
る
と
い
う
権
利
へ
の

不
安
と
そ
の
自
分
の
選
ん
だ
決

定
へ
の
責
任
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
そ
れ
も
不
自
由
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。
﹁
自
由
が
不
自

由
？
﹂
と
矛
盾
し
た
考
え
方
で

す
が
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ

る
こ
と
を
机
上
に
あ
げ
る
と
わ

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
起
き
る
時
間
も
自

由
、
ご
飯
食
べ
る
の
も
、
飲
む

の
も
自
由
、
外
出
す
る
の
も
自

由
。
自
由
す
ぎ
て
次
に
何
を
し

た
ら
い
い
の
か
立
ち
す
く
ん
で

し
ま
う
。
認
知
症
や
障
害
の
方

に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
﹁
今

日
、
僕
は
な
に
を
し
た
ら
い
い

の
？
﹂
﹁
こ
の
あ
と
寝
る
ま
で

あ
と
６
時
間
も
あ
る
が
、
何
も

す
る
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い
。

お
金
は
な
い
し
、
何
を
し
た
ら

い
い
の
？
﹂
。
そ
こ
で
専
門
職

が
出
て
き
て
﹁
あ
な
た
は
自
由

な
ん
で
す
よ
。
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
決
め
ら
れ
る
の
で
す

よ
。
さ
あ
、
自
由
で
す
よ
。
し

た
い
こ
と
や
す
る
こ
と
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
﹂
と
言
わ
れ
る
ば

か
り
で
は
、
認
知
症
や
障
害
の

当
事
者
は
表
面
上
は
﹁
嬉
し
い
﹂

と
は
い
う
も
の
の
、
専
門
職
が

想
定
し
て
い
る
以
上
に
心
の
中

は
不
安
だ
ら
け
だ
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の

深
い
心
の
中
を
察
し
て
、
﹁
決

め
て
あ
げ
る
﹂
こ
と
も
他
者
に

委
ね
ら
れ
た
意
思
決
定
権
だ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
こ
そ
、

前
回
の
コ
ラ
ム
と
は
真
逆
の
こ

と
に
な
り
ま
す
が
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
例
で
、

街
で
は
賑
や
か
な
夏
祭
り
の
声

や
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
﹁
い

い
な
あ
﹂
と
羨
む
け
ど
、
こ
こ

は
病
院
。
﹁
し
か
た
な
い
。
出

ら
れ
な
い
ん
だ
か
ら
﹂
と
い
う

諦
め
と
理
由
が
あ
る
な
ら
精
神

的
に
落
ち
着
く
の
だ
が
、
逆
に
、

自
由
な
時
に
、
街
で
は
賑
や
か

な
夏
祭
り
の
声
や
音
が
聞
こ
え

て
く
る
。
行
き
た
い
け
ど
、
自

分
は
独
り
だ
、
お
金
も
な
い
、

楽
し
め
な
い
理
由
を
見
つ
け
き

れ
ず
不
満
や
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

っ
て
い
く
。
極
端
に
な
る
と
、

自
由
＝
大
人
の
責
任
が
窮
屈

で
、
世
の
中
が
辛
す
ぎ
て
、﹁
こ

ん
な
自
由
が
不
自
由
な
ら
い
っ

そ
刑
務
所
に
行
き
た
い
﹂
と
す

ら
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い

よ
う
で
す
。

　

前
回
の
例
で
書
き
ま
し
た

﹁
お
部
屋
に
い
て
く
だ
さ
い
﹂

﹁
無
駄
遣
い
は
や
め
て
く
だ
さ

い
﹂﹁
タ
バ
コ
は
健
康
に
良
く

な
い
で
す
よ
﹂
な
ど
、
個
人
の

自
由
や
意
思
決
定
権
を
奪
わ
れ

る
こ
と
は
、
奪
っ
た
本
人
が
い

ず
れ
後
悔
す
る
と
も
書
き
ま
し

た
が
、
認
知
症
や
障
害
者
本
人

に
と
っ
て
は
、
周
囲
に
わ
ー
わ

ー
言
わ
れ
て
い
た
り
、
い
つ
も

誰
か
に
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う

構
っ
て
も
ら
え
て
い
る
弱
い
束

縛
感
が
一
番
心
地
い
い
と
い

う
、い
わ
ゆ
る
﹁
お
せ
っ
か
い
﹂

で
さ
え
も
本
人
の
生
き
甲
斐
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

あ
た
か
も
母
親
の
胎
内
に
い
る

よ
う
な
心
地
よ
さ
な
の
か
。﹁
自

由
﹂﹁
自
己
決
定
権
﹂
こ
そ
が
、

当
事
者
に
と
っ
て
は
生
き
づ
ら

く
、
精
神
を
蝕
ん
で
、
病
ま
せ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ

が
障
害
で
あ
り
、
認
知
症
患
者

 

前
回
の
逆
説　

﹁
自
由
が
不
自
由
﹂

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
も
考
え
る
と
、
一
概
に
﹁
自

由
に
自
分
の
意
思
で
生
き
方
を

決
定
す
る
こ
と
が
憲
法
の
幸
福

追
求
権
だ
﹂
と
い
う
の
も
健
常

者
の
偏
見
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。た
く
さ
ん
人
間
が
い
て
も
、

そ
ん
な
に
思
っ
て
い
る
ほ
ど
み

ん
な
大
人
に
な
り
き
れ
て
い
な

い
。
本
当
に
十
人
十
色
。
人
間

て
難
し
い
な
あ
と
は
感
じ
つ
つ

も
、
こ
れ
を
﹁
難
し
い
﹂
の
一

言
で
片
付
け
て
し
ま
っ
た
ら
、

専
門
家
と
し
て
撤
退
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
の
で
、も
っ
と
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
認
知
症

の
方
と
も
接
し
て
い
か
な
け
れ

268

 　
日
本
で
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ひ
と
つ
に
﹁
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ

ム
﹂
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

地
震
、
津
波
、
原
子
力
︵
放
射

線
︶
な
ど
世
界
で
も
類
を
見
な

い
複
合
災
害
を
経
験
し
た
光
と

影
の
部
分
、
福
島
の
あ
り
の
ま

ま
の
姿
を
見
て
も
ら
う
と
い
う

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。
そ
れ
を
見

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、﹁
福

島
﹂
を
特
別
な
こ
と
と
思
わ
ず

に
災
害
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉

え
て
も
ら
っ
て
考
え
て
も
ら
う

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
を

見
て
も
ら
う
た
め
の
場
所
に
し

た
い
と
い
う
考
え
で
す
。

　

例
え
ば
、
人
口
７
０
０
０
人

だ
っ
た
双
葉
町
。
現
在
の
居
住

者
は
70
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
に
ま
だ
ま
だ
人
が
戻
っ

て
こ
な
い
。
こ
こ
に
、
岐
阜
県

の
浅
野
撚
糸
と
い
う
会
社
が
新

工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。
浅
野

撚
糸
さ
ん
は
、
岐
阜
県
に
あ
る

素
晴
ら
し
い
糸
を
開
発
さ
れ
た

会
社
で
数
々
の
マ
ス
コ
ミ
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
治
や
三
重
の
お
ぼ
ろ
タ
オ

ル
な
ど
有
名
な
タ
オ
ル
は
こ
こ

の
糸
で
織
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
会
社
が
福
島
の
双
葉
町
に

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
工
場
を

建
設
さ
れ
ま
し
た
。ひ
と
え
に
、

﹁
福
島
の
希
望
﹂
と
な
る
た
め

で
す
。

　

一
方
で
、
町
に
は
震
災
を
忘

れ
な
い
た
め
に
残
さ
れ
て
い
る

シ
ー
ン
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に
来
て
、
震
災
と
向

き
合
い
、
二
度
と
同
じ
悲
し
み

を
味
わ
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

考
え
て
も
ら
う
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
す
ま
す
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
盛
ん
に
な
る
日
本
で
す
。

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
ろ

い
ろ
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
こ
ん
な
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　

福
島
の
光
と
陰
は
、
私
た
ち

に
い
ろ
ん
な
学
び
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

福
島
ホ
ー
プ

ツ
ー
リ
ズ
ム

ば
な
ら
な
い
と
当
事
者
本
人
や

保
護
者
様
と
話
し
な
が
ら
感
じ

ま
し
た
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

大
リ
ー
グ
の
日
本
人
プ
ロ
野

球
選
手
は
じ
め
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

日
本
代
表
選
手
を
中
心
に
第
一

線
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
や

経
営
者
に
向
け
て
脳
ト
レ
瞑
想

を
指
導
し
て
い
る
株
式
会
社

W
IN

ZO
N

E

代
表
の
兼
下
真

由
子
さ
ん
が
29
日
午
後
９
時
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
者
向
け

の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
メ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
無
料
体
験
会
を
開

始
す
る
。
心
身
不
調
を
解
決
す

る
脳
神
経
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
会

社
員
や
主
婦
の
参
加
を
求
め
て

い
る
。
今
年
７
月
に
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
好
評
を
得
た
。
問
い
合

わ
せ
と
参
加
申
し
込
み
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
。

https://m
osh.jp/services

/9a7c27dda73047e3842
ed3d00469a5e4

脳トレ瞑想の兼下真由子
NY在住者対象に29日
オンライン無料体験会

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://mosh.jp/services/9a7c27dda73047e3842ed3d00469a5e4


　

私
は
、
育
英
学
園
の
学
校

生
活
の
中
で
、
ク
ラ
ス
の
皆

と
修
学
旅
行
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
。

　

現
地
校
の
社
会
科
見
学
で

は
、
美
術
館
や
博
物
館
、
ス

タ
ジ
ア
ム
に
行
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
教
室
の
外
で
の
経

験
に
よ
っ
て
、
友
達
と
の
思

い
出
も
た
く
さ
ん
増
え
て
、

と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
だ
か

ら
、
ぜ
ひ
育
英
の
皆
と
も
修

学
旅
行
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

も
し
、
皆
と
修
学
旅
行
に

行
け
る
な
ら
、
私
は
、
日
本

へ
の
一
週
間
の
旅
行
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

日
本
語
の
勉
強
を
頑
張
っ
た

ご
ほ
う
び
と
し
て
楽
し
い
旅

行
が
で
き
て
、
今
ま
で
に
習

っ
た
日
本
語
を
、
実
際
に
生

活
の
中
で
使
え
る
か
、
実
力

を
試
す
良
い
機
会
に
な
る
と

思
う
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

電
車
や
バ
ス
を
使
っ
た
ル
ー

ト
を
考
え
て
、
目
的
の
場
所

に
た
ど
り
着
け
る
か
、
そ
し

て
自
分
達
だ
け
で
手
続
き
を

し
て
見
学
で
き
る
か
挑
戦
し

て
み
た
い
で
す
。
そ
の
中
に

は
、
買
い
物
の
時
間
も
入
れ

て
現
金
で
の
お
金
の
使
い
方

も
経
験
し
た
い
で
す
。

　

私
は
、
今
ま
で
家
族
と
し

か
旅
行
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
修
学
旅
行

と
な
る
と
自
分
で
い
ろ
い
ろ

考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
責
任
感
を
持
っ
た

り
、
い
つ
も
と
同
じ
日
本
へ

の
旅
行
で
も
全
然
違
う
景
色

や
気
持
ち
に
な
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

も
し
、
こ
の
旅
行
が
実
現

で
き
た
ら
、
き
っ
と
、
日
本

語
を
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
き

て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
経

験
が
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
達

の
自
立
の
第
一
歩
に
つ
な
が

る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ク
ラ
ス
の
皆
と
も

き
っ
と
楽
し
い
思
い
出
が
た

く
さ
ん
作
れ
る
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
旅
行
を
い
つ

で
も
思
い
出
せ
る
よ
う
に
、

お
そ
ろ
い
の
メ
モ
リ
ー
グ
ッ

ズ
も
作
っ
た
ら
良
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
の
は
、

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
修
学
旅
行
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
と
楽
し
く
て
、
日

本
語
を
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
い
つ
か
実
現

で
き
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま

す
。

　
　

  　
︵
滞
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月
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私
が
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し

て
い
て
わ
か
る
こ
と
は
、
い

ろ
い
ろ
な
人
種
の
人
が
い
る

と
言
う
こ
と
で
す
。
肌
の
色

が
白
人
の
人
、
黒
人
の
人
、

黄
色
人
の
人
が
い
ま
す
。
私

の
周
り
か
ら
は
た
く
さ
ん
の

言
語
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
住
ん
で
い
る
ア
パ

ー
ト
や
、
お
店
、
散
歩
を
し

て
い
て
も
そ
の
言
語
は
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、

タ
ガ
ロ
グ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

ロ
シ
ア
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
な
ど
で
す
。
私
は
日
本

で
は
中
々
経
験
で
き
な
い
た

く
さ
ん
の
人
種
の
人
に
囲
ま

れ
て
生
活
す
る
と
言
う
貴
重

な
経
験
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
は
学
校

で
す
。
日
本
で
﹁
ア
メ
リ
カ

に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
っ
た

よ
。
﹂
と
言
わ
れ
た
私
は
、﹁
ア

メ
リ
カ
か
ー
。
学
校
と
か
大

丈
夫
か
な
。
英
語
大
丈
夫
か

な
。
﹂
と
心
配
ば
か
り
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
優

し
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
い
ま

す
。
学
級
目
標
の
﹁C

ooprate 
w

ith a sm
ile~W

e have 
sm

ile~

﹂
と
言
う
学
級
目
標

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
目
標
通

り
の
、
協
力
、
仲
良
く
、
笑

顔
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。
日
本
で

は
心
配
ば
か
り
し
て
い
た
私

で
す
が
、
今
は
も
う
み
ん
な

と
仲
良
く
で
き
て
い
る
の
で
、

も
う
心
配
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
下
の

子
た
ち
と
も
、
毎
日
遊
ん
だ

り
、
お
話
を
し
た
り
し
て
い

る
の
で
毎
日
が
楽
し
い
生
活

に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の

先
生
に
比
べ
て
、
先
生
が
優

し
い
の
で
学
校
の
人
み
ん
な

が
優
し
い
の
で
毎
日
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
は
、
引
っ

越
す
前
に
心
配
ば
か
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
も
う

大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
日

本
で
は
経
験
が
あ
ま
り
で
き

な
い
た
く
さ
ん
の
人
種
、
言

語
の
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ

と
。
今
は
学
校
に
た
く
さ
ん

の
仲
間
が
い
る
こ
と
、
日
本
に

い
た
ら
今
の
友
達
に
は
会
え

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
英

語
も
少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
次
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
す
る
た
め
に
、
E
S
L

や
英
語
の
授
業
な
ど
で
積
極

的
に
会
話
を
す
る
こ
と
を
大

事
に
し
た
い
で
す
。
さ
ら
に
、

A
R
T
や
E
S
L
の
授
業
は

現
地
の
先
生
が
指
導
を
し
て

く
だ
さ
る
の
で
、
そ
れ
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。
ま
た
、
実
用
英

語
技
能
検
定
も
頑
張
り
、
将

来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
私

が
ア
メ
リ
カ
生
活
で
思
う
こ

と
な
ど
で
す
。
こ
の
経
験
を

大
切
に
し
て
生
活
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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僕
が
通
っ
て
い
る
日
本
語

学
校
の
歴
史
の
授
業
で
、
太

平
洋
戦
争
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
生
徒
は
一
人
ひ
と
り
リ

ス
ト
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
選

ん
で
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

僕
は
戦
時
後
の
こ
と
に
興
味

が
あ
っ
た
の
で
東
京
裁
判
を

選
ん
だ
も
の
の
、
初
め
は
何

の
た
め
の
裁
判
だ
っ
た
の
か

全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

　

東
京
裁
判
は
、
極
東
国
際

軍
事
裁
判
の
こ
と
を
指
し
、

１
９
４
６
年
か
ら
２
年
半
か

け
て
、
太
平
洋
戦
争
に
勝
利

し
た
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
連
合

国
が
、
戦
争
犯
罪
者
と
し
て

日
本
の
指
導
者
た
ち
に
刑
を

与
え
た
。
裁
判
に
は
罪
状
が

必
要
だ
が
、
こ
の
裁
判
の
罪

状
は
﹁
平
和
に
対
す
る
罪
﹂
と
、

日
中
戦
争
か
ら
は
じ
ま
る
﹁
侵

略
戦
争
﹂
を
起
こ
す
﹁
共
同

謀
議
﹂
で
あ
っ
た
。
起
訴
さ

れ
た
28
名
は
、
A
級
戦
犯
と

呼
ば
れ
た
。
そ
の
中
に
は
元

首
相
も
い
て
、
国
の
元
首
が

裁
判
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
。
判
決
は
重
く
、
多
く

が
死
刑
と
終
身
刑
と
な
っ
た
。

　

僕
は
、
調
べ
る
に
つ
れ
、﹁
平

和
に
対
す
る
罪
﹂
と
国
家
が

行
っ
た
﹁
侵
略
戦
争
﹂
に
対

す
る
罪
を
、
個
人
が
追
う
べ

き
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ
た
。

起
訴
さ
れ
た
28
名
の
罪
状
の

中
に
は
、
戦
時
中
の
日
本
国

の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
た

と
感
じ
る
も
の
が
あ
り
、
個

人
の
罪
な
の
か
疑
問
に
思
っ

た
。
罪
は
日
本
国
に
向
け
ら

れ
る
べ
き
で
、
日
本
が
負
け

た
事
自
体
と
そ
の
戦
禍
や
国

民
の
反
省
で
、
判
決
が
下
っ

て
い
た
と
考
え
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
日
本
の
指
導

者
の
太
平
洋
戦
争
で
の
意
図

と
思
考
は
、
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト

ラ
ー
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
、

同
じ
よ
う
な
裁
判
と
判
決
が

求
め
ら
れ
た
よ
う
に
も
感
じ

る
。
裁
判
の
公
平
性
も
低
か

っ
た
。

　

戦
争
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
べ

き
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、

戦
争
が
起
こ
っ
た
と
き
、
戦

争
を
起
こ
し
た
罪
、
す
な
わ

ち
、
平
和
に
対
す
る
罪
を
決

め
る
こ
と
は
難
し
い
。
太
平

洋
戦
争
は
あ
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
平
和
に
対

す
る
罪
は
、
裁
判
で
個
人
に

刑
を
か
け
る
も
の
な
の
か
疑

問
に
思
う
こ
と
は
、
今
で
も
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
定
義
と
制
裁
が
難
し
い
こ

と
と
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　
　

  　
　

︵
滞
米
14
年
︶

　
　

□　
　

□　
　

□

 ﹁
東
京
裁
判
の
必
要
性
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
本
　
健

 ﹁
ア
メ
リ
カ
生
活
を
し
た

中
で
思
う
こ
と
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
奈
々
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ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き

で
す
。
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
せ
ん

手
は
、
く
ぼ
た
け
ふ
さ
せ
ん
手

と
リ
オ
ネ
ル
・
メ
ッ
シ
せ
ん
手

で
す
。

　

ぼ
く
は
、
よ
う
ち
園
の
時
か

ら
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

友
だ
ち
に
さ
そ
わ
れ
て
サ
ッ
カ

ー
を
始
め
ま
し
た
。

　

二
年
生
の
時
に
お
父
さ
ん
の

仕
事
の
都
合
で
ア
メ
リ
カ
に
引

っ
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
を
や
め
る
こ
と
に
な
っ

て
、と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
ア
メ
リ
カ
に
き
て
、
ま

た
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
始
め
ま
し

 「サッカーと友だちのやさしさ」
　　　　　　　ニューヨーク補習授業校 W 校小３

　　　　　　　　　　　　　　　　蛭子井　啓人

た
。
初
め
は
、
英
語
が
ぜ
ん

ぜ
ん
わ
か
ら
な
く
て
コ
ー
チ

や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
何
を
言

っ
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

日
本
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て

い
た
の
で
、
言
葉
が
わ
か
ら

な
く
て
も
な
ん
と
な
く
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
前
、
試
合
が
あ
り
ま

し
た
。
対
せ
ん
相
手
は
、
ぼ

く
の
友
だ
ち
の
チ
ー
ム
で
し

た
。
試
合
す
る
前
の
気
持
ち

は
、﹁
ぜ
っ
た
い
に
か
つ
﹂
と

い
う
気
持
ち
で
し
た
。

　

ぼ
く
と
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が

一
点
ず
つ
シ
ュ
ー
ト
を
き
め

ま
し
た
。
だ
け
ど
、
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

負
け
て
す
ご
く
く
や
し
か

っ
た
で
す
。
ぼ
く
は
負
け
て

な
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ

く
の
友
だ
ち
は
、
試
合
に
か

っ
た
の
に
、
う
れ
し
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ

く
が
負
け
た
か
ら
、
う
れ
し

く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
ぼ

く
は
、
す
ご
く
や
さ
し
い
友

だ
ち
を
作
っ
た
と
思
い
ま
す
。

﹁
お
め
で
と
う
﹂
と
言
い
た
か

っ
た
け
れ
ど
、
な
き
そ
う
で

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
ま
た
対
せ
ん
す
る
と

き
は
、
ぜ
っ
た
い
に
か
ち
た

い
で
す
。
で
も
も
し
ま
た
負

け
て
し
ま
っ
た
ら
、﹁
お
め
で

と
う
﹂
が
言
え
る
と
い
い
で

す
。

　

ぼ
く
は
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
練
習
を
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
で

す
。

　

ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
負

け
た
時
の
く
や
し
さ
と
、
か

っ
た
時
の
う
れ
し
さ
だ
け
じ

ゃ
な
く
、
友
だ
ち
の
や
さ
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
１
年
︶

 ﹁
中
学
生
活
の
中
で

　
　
　

や
り
た
い
こ
と
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
P
W
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
麗
緒
奈
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
以
北
に
広
が
る
高
級
住
宅
地
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ
リ
ソ
ン
。
長
年
に
わ
た
り
ス
カ
ー
ス
デ

ー
ル
や
ラ
イ
な
ど
の
街
と
比
べ
る
と
少
し
だ
け
高
級
感
が

乏
し
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
ほ
ど
で
状
況
は

一
変
し
て
い
る
。

　

駅
前
に
建
っ
た
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
が
火
付
け
役
と
な
り

周
辺
のD

uplex

︵
デ
ュ
プ
レ
ク
ス
＝
隣
り
合
わ
せ
に
な

っ
た
二
世
帯
住
宅
︶ 

で
は
家
賃
が
７
０
０
０
ド
ル 

を
超

え
る
物
件
も
出
て
き
て
い
る
。
と
い
う
の
も
庭
な
ど
の
煩

わ
し
い
手
入
れ
が
必
要
と
な
る
戸
建
て
と
は
異
な
り
、
快

適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
の
タ
イ
プ
は
集
合
住
宅
と

は
異
な
る
独
立
し
た
戸
建
て
感
覚
を
楽
し
み
な
が
ら
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
上
で
も
気
軽
に
暮
ら
せ
る
た
め
だ
。
今
で

は
、
数
年
の
住
ま
い
探
し
地
域
と
し
て
日
本
人
駐
在
員
家

庭
に
一
番
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　

戸
建
て
よ
り
も
光
熱
費
を
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
も
人
気
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

へ
の
通
勤
に
使
う
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
ラ

イ
ン
の
同
駅
か
ら
は
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
に
始

発
電
車
が
出
る
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
ま
で
の

約
40
分
を
座
席
に
座
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
通
勤
で
き
る
の
も

日
本
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
と
は
雲
泥
の
差
で
快
適
だ
。
写
真

の
家
は
賃
貸
で
家
賃
は
月
額
５
８
０
０
ド
ル
。

  

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
２
４
１
・
６
３
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル　

 w
3@

jonecorp.com
　

大
野
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・J.O

ne

不
動
産
︶

ハ
リ
ソ
ン
の
二
世
帯
住
宅
で
快
適
生
活

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
、
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
は
８
月
11
日
︵
金
︶
午
後

５
時
30
分
か
ら
、
表
千
家
同
門

会
米
国
東
部
支
部 

特
別
市
民

茶
会
を
開
催
す
る
。
茶
道
の
作

法
、
歴
史
、
現
代
の
様
式
に
つ

い
て
学
べ
る
。
ま
た
、
京
都
か

ら
来
米
す
る
表
千
家
本
家
の
宗

匠
に
よ
る
舞
台
上
で
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

４
５
０
年
以
上
前
に
千
利
休
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
表
千
家
の

茶
道
の
伝
統
を
披
露
す
る
。
参

加
者
に
は
和
菓
子
と
抹
茶
が
振

る
舞
わ
れ
る
。

　

表
千
家
同
門
会
米
国
東
部
支

部
は
、
ハ
ワ
イ
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
続

く
４
番
目
の
海
外
支
部
と
し

て
、
２
０
１
０
年
６
月
19
日
に

Ｎ
Ｙ
に
て
発
足
。
現
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、フ
ロ
リ
ダ
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
シ
ア
ト

ル
の
５
つ
の
地
区
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
。設
立
に
あ
た
り
、

上
野
隆
司
支
部
長
が
﹁︵
本
部

で
あ
る
︶
不
審
菴
と
直
結
し
た

活
動
を
展
開
す
る
﹂
と
い
う
姿

勢
を
打
ち
出
し
、
当
時
の
千
宗

員
若
宗
匠
︵
現
15
代
家
元
猶
有

斎
宗
匠
︶
は
﹁
日
米
両
国
を
結

ぶ
懸
け
橋
と
し
て
活
動
し
て
ほ

し
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。 

同

支
部
は
こ
う
し
た
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
市
民
茶
会
や
茶
道
啓

蒙
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

参
加
費
は
一
般
30
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
・
シ
ニ
ア
・
学
生

24
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト w
w

w
.

japansociety.org

を
参
照
。

© Omotesenke Domonkai, Eastern Region, USA. Inc.

表
千
家
同
門
会
米
国
東
部
支
部 

特
別
市
民
茶
会
を
開
催

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で 

11
日

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
は

猛
暑
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
熱
に
よ
る
身
体
へ
の
余
分

な
ス
ト
レ
ス
は
熱
中
症
の
ほ

か
、
心
臓
・
肺
の
慢
性
的
な
病

気
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
。
市
内
の
熱
中
症
に
よ
る
死

亡
の
ほ
と
ん
ど
は
エ
ア
コ
ン
が

な
い
人
た
ち
だ
っ
た
。
エ
ア
コ

ン
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
①

ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ア
シ
ス

タ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｐ
︶
を
通
じ
、
無
料
の
エ
ア
コ

ン
を
申
請
す
る
。
②
エ
ア
コ

ン
の
あ
る
人
を
訪
ね
る
。
③

３
１
１
に
電
話
し
最
寄
り
の
ク

ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
く
。　

エ
ア
コ
ン
で
死
亡
を
防
ぐ

市
は
無
料
エ
ア
コ
ン
提
供

https://www.redac-mr.com/campaign2023
mailto:w3@jonecorp.com
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
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最
近
の
１
年
間
は
銀
座
か
ら

九
州
唐
津
へ
と
毎
月
故
郷
へ
戻

り
ま
す
。
︻
九
州
の
佐
賀
・
唐

津
〜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
世
界

へ
︼
と
声
を
か
け
て
今
年
10
月

２
日
の
第
11
回
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
公
演
〜 kajikis artist 

show
 

〜
に
は
約
30
名
の
唐
津

市
や
佐
賀
県
内
か
ら
の
出
演
者

で
す
。
コ
ー
ラ
ス
や
ソ
ロ
シ
ン

ガ
ー
そ
し
て
佐
賀
神
楽
舞
や
剣

舞
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
同
級
生

ら
と
会
い
情
報
を
手
に
入
れ
て

人
探
し
を
進
ん
で
や
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
道

を
開
き
ま
す
。
地
方
に
住
ん
で

い
て
も
歌
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で

Ｃ
Ｄ
を
出
し
た
り
地
元
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
活
躍
を
し
て
る
評
判

の
若
者
達
が
い
ま
す
。
た
だ
私

の
イ
ベ
ン
ト
は
何
せ
観
客
全
員

が
毎
回
無
料
招
待
で
す
。
そ
れ

で
11
年
間
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

公
演
を
や
り
続
け
て
い
ま
す
。

資
金
予
算
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
名
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
お
客
様
を

呼
べ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
以
外
は

当
然
に
自
費
負
担
で
の
参
加
に

な
り
ま
す
。
シ
ン
ガ
ー
や
ダ
ン

サ
ー
、
花
や
着
物
で
舞
台
を
添

え
る
人
達
に
も
ス
テ
ー
ジ
で
の

協
賛
費
を
出
し
て
頂
く
の
で

す
。
以
前
に
私
が
オ
フ
ァ
ー
し

て
誘
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で

ソ
ロ
シ
ン
ガ
ー
、
当
時
は
八
代

亜
紀
さ
ん
の
事
務
所
所
属
を
離

れ
て
た
頃
の
若
き
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
工
藤
慎
太
郎

さ
ん
。
彼
は
独
自
の
世
界
観
を

持
つ
歌
手
で
す
。
そ
の
頃
の
有

線
放
送
新
人
賞
を
獲
っ
た
﹁
シ

ェ
フ
﹂
や
話
題
曲
﹁
２
つ
で
ひ

と
つ
﹂
等
の
繊
細
な
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
メ
イ
ン
に
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
や
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の

シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
シ
ア
タ
ー
ホ
ー

ル
で
の
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ

を
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

２
度
目
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

ス
テ
ー
ジ
を
前
に
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
店
で
偶
然
会
い

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
声 56

ま
す
。
話
題
は
一
般
の
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
着
物
で
作
成

し
た
ブ
ー
ケ
を
持
ち
出
演
す
る

話
で
す
。﹁
あ
の
人
達
は
何
故

に
こ
こ
の
舞
台
に
立
て
る
の
で

す
か
？
﹂
と
素
朴
な
疑
問
を
投

げ
か
け
て
く
れ
ま
す
。
確
か
に

音
楽
の
殿
堂
で
世
界
一
の
音
楽

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
立
つ
場
に

花
や
着
物
は
不
思
議
さ
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
は
２
年
間
を

掛
け
て
こ
の
華
道
文
化
と
着
物

文
化
が
世
界
で
も
最
高
の
ア
ー

ト
と
評
価
を
し
て
頂
い
て
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
許
可
を
得
た

の
で
す
。
今
で
は
色
ん
な
日
本

文
化
の
団
体
も
使
え
ま
す
。
し

か
し
今
の
日
本
の
文
化
の
中
で

は
﹃
花
と
着
物
﹄
は
昔
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
昨
年

２
０
２
２
年
に
出
演
し
た
唐
津

市
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
ャ
ン
で
ロ

ン
ド
ン
で
も
活
躍
し
そ
の
後
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り
を
し
て
ラ

イ
ブ
で
活
躍
す
る
山
崎
賢
一
君

は
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
公

演
後
に
ロ
ビ
ー
で
知
り
合
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
観
客
の

ご
夫
婦
が
﹁
私
達
は
舞
台
で
の

お
花
や
着
物
の
皆
さ
ん
が
出
る

ス
テ
ー
ジ
が
楽
し
み
で
毎
年
見

に
来
る
ん
で
す
よ
﹂
と
言
わ
れ

た
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私

に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
感

想
こ
そ
が
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
糧
に
な
り
ま
す
。
花
や
着

物
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り

協
賛
費
も
集
め
て
成
り
立
つ

〜kajikisshow

〜
毎
年
ぎ

り
ぎ
り
の
予
算
で
成
り
立
つ
社

会
貢
献
で
の
無
料
招
待
で
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
へ
出

る
人
が
喜
び
観
る
人
が
楽
し
む

そ
れ
が
大
事
で
す
。
そ
れ
で
来

年
も
や
ろ
う
と
思
え
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
２
年
間
は
中
止
し
ま

し
た
が
13
年
間
掛
け
て
の
11
回

目
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の

kajikisshow

。
何
故
か
や
り

続
け
る
事
が
私
の
天
命
だ
と
思

い
ま
す
。

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

　

伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
は
９
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
る
。
着
物
の
着
付
け
、
舞
扇

の
基
本
的
な
使
い
方
、
舞
踊
の

基
本
動
作
、
歌
舞
伎
舞
踊
作
品

な
ど
を
学
ぶ
。
扇
子
・
着
物

の
購
入
お
よ
び
貸
し
出
し
可

能
。
初
心
者
は
毎
週
火
曜
午

後
６
時
〜
７
時
︵
９
月
５
日

よ
り
︶、
経
験
者
は
毎
週
水
曜

午
後
６
時
〜
７
時
︵
９
月
６

日
よ
り
︶。
場
所
は
、
伊
藤
さ

ち
よ
舞
踊
団
ス
タ
ジ
オ
︵
西

23
丁
目
４
０
５
番
地
、
電
話

２
１
２
・
６
２
７
・
０
２
６
５
︶

に
て
。
舞
台
経
験
の
あ
る
人
は

来
年
春
季
公
演
や
桜
祭
り
等
に

参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

　

参
加
費
は
９
〜
10
月
の
２

か
月
分
１
２
０
ド
ル
、
１
ク

ラ
ス
の
み
は
20
ド
ル
。
問
い

合

わ

せ
・

申

し

込

み

は

９

月
１
日
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

sachiyoitoandcom
pany@

gm
ail.com

/

ま
で
。

日本舞踊講習会
参加者を募集中

伊藤さちよ舞踊団
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こ
の
夏
は
夏
休
み
を
利
用
し

て
日
本
へ
一
時
帰
国
さ
れ
る
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
へ
戻
っ
た
ら
あ
っ
と

い
う
間
に
秋
到
来
。
残
り
の

２
０
２
３
年
〜
24
年
の
旅
行
計

画
は
夏
の
う
ち
に
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？　

今
回
は
一
度
は
体

験
し
て
み
た
い
ク
ル
ー
ズ
旅
行

の
中
で
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発

で
行
け
る
人
気
の
﹁
ロ
イ
ヤ
ル

カ
リ
ビ
ア
ン
ク
ル
ー
ズ
﹂
の
客

船
を
ア
ム
ネ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
が

見
学
し
て
き
た
様
子
を
お
届
け

し
ま
す
。

■
実
は
お
手
頃
な
ク
ル
ー
ズ
旅

行
　

ク
ル
ー
ズ
は
豪
華
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
移
動
か
ら
宿
泊
、

食
事
、
娯
楽
ま
で
、
旅
行
に
か

か
る
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
が
含
ま

れ
て
い
る
お
得
な
旅
行
と
し
て

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
ま
た

寝
て
る
間
に
移
動
で
き
る
の
で

荷
物
の
持
ち
運
び
が
な
く
、
移

動
疲
れ
が
心
配
と
い
う
方
に
も

お
す
す
め
で
す
。
フ
ロ
リ
ダ
発

の
ク
ル
ー
ズ
が
多
い
で
す
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
ク
ル
ー
ズ

で
あ
れ
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
エ
リ

ア
在
住
の
方
は
フ
ラ
イ
ト
代
も

前
泊
も
不
要
な
の
で
、
さ
ら
に

お
得
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

■
ロ
イ
ヤ
ル
カ
リ
ビ
ア
ン
ク

ル
ー
ズ
客
船
﹁Liberty of the 

Seas

﹂

　

楽
し
さ
が
凝
縮
さ
れ
た
迫
力

の
大
型
船
、
リ
バ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ザ
・
シ
ー
ズ
。
海
抜
34
メ
ー
ト

ル
、
船
体
の
両
側
に
３
・
６
メ

ー
ト
ル
突
き
出
た
総
ガ
ラ
ス
張

り
の
展
望
ジ
ャ
グ
ジ
ー
の
眺
め

は
最
高
で
す
。
大
人
専
用
の
空

間
は
南
国
リ
ゾ
ー
ト
の
雰
囲
気

が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
ト
ロ
ピ

カ
ル
な
空
間
を
味
わ
え
ま
す
。

設
備
も
充
実
し
て
お
り
、
サ
ー

フ
ィ
ン
が
で
き
る
﹁
フ
ロ
ー
ラ

イ
ダ
ー
﹂
や
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

な
ど
、
船
上
に
い
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
豪
華
な
施
設

　

お
子
さ
ま
向
け
の
施
設
が
充

実
し
て
い
る
の
で
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
旅
行
に
も
お
す
す
め
の
ク
ル

ー
ズ
で
す
。

︻
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
︼

イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
リ
ン
ト
ン
ア

ー
ケ
ー
ド
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
目

抜
き
通
り
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ

ョ
ッ
プ
が
立
ち
並
び
、
ラ
イ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
も
行
な
わ
れ
て

い
て
常
に
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

︻
プ
ー
ル
エ
リ
ア
︼
ウ
ォ
ー
タ

ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
ひ
っ
く
り
返

る
特
大
バ
ケ
ツ
な
ど
、
お
子
さ

ま
が
安
心
し
て
思
い
っ
き
り
楽

し
め
る
子
供
用
プ
ー
ル
が
備
わ

っ
て
い
ま
す
。

︻
大
人
専
用
エ
リ
ア
︼
大
人
専

用
プ
ー
ル
で
は
お
酒
を
片
手
に

優
雅
な
時
間
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
船
内
に
は
本

格
的
な
カ
ジ
ノ
エ
リ
ア
も
あ
り

昼
夜
問
わ
ず
大
人
だ
け
の
時
間

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
︼

海
を
眺
め
な
が
ら
運
動
で
き
る

ジ
ム
が
完
備
。
出
発
後
1
〜
2

日
は
食
べ
た
分
を
消
費
し
よ
う

と
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
る
よ

う
で
す
が
、
3
日
目
以
降
は
空

い
て
い
る
よ
う
で
す
。

︻
ア
ー
ケ
ー
ド
＆
テ
ィ
ー
ン
ク

ラ
ブ
︼
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
さ
な

が
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

ゲ
ー
ム
機
が
揃
っ
た
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
一
緒
に
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

■
豪
華
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

　

船
内
で
は
遊
び
尽
く
せ
な
い

ほ
ど
豊
富
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
毎
日

違
っ
た
楽
し
み
方
が
で
き
退
屈

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

︻
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
︼
な
ん
と
船
内
に
は
巨
大

な
劇
場
も
あ
り
、
本
格
的
な
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
無
料
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

︻
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー
︼

シ
ョ
ー
だ
け
で
な
く
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
と
し
て
も
一
般
解
放
さ

れ
て
い
る
の
で
、
靴
を
レ
ン
タ

ル
し
て
ス
ケ
ー
ト
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

︻
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
／

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
サ
ー
フ
ィ
ン

／
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
︼
サ
イ
ク
ロ
ン

と
タ
イ
フ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
2
つ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
と
、
垂
直
に
急
降
下
す
る

ブ
ー
メ
ラ
ン
ス
タ
イ
ル
の
ス
ラ

イ
ダ
ー
は
、
こ
の
船
で
し
か
楽

し
め
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
も
テ

ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
な
ど
、
船
上
に

い
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
か

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
レ
ス
ト
ラ
ン

　

毎
晩
異
な
る
フ
ル
コ
ー
ス
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
メ
イ
ン
ダ

イ
ニ
ン
グ
や
、
世
界
中
の
豊
富

な
メ
ニ
ュ
ー
が
集
ま
る
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
24
時
間
無

料
の
カ
フ
ェ
な
ど
が
無
料
で
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

有
料
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ス
テ
ー
キ

ハ
ウ
ス
や
イ
タ
リ
ア
ン
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
メ
キ
シ

カ
ン
な
ど
が
あ
り
、
豊
富
な
選

択
肢
か
ら
お
好
み
に
合
わ
せ
て

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

■
豊
富
な
お
部
屋
タ
イ
プ

　

客
室
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
部
屋
の

広
さ
や
設
備
、
デ
ッ
キ
の
階
数

や
位
置
に
よ
っ
て
、
ス
イ
ー

ト
、
バ
ル
コ
ニ
ー
付
き
、
窓
付

き
、
内
側
の
お
部
屋
と
複
数
あ

り
、
ご
予
算
に
あ
わ
せ
て
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
は
全
客
室
カ
テ
ゴ

リ
ー
共
通
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
ロ
イ
ヤ
ル

カ
リ
ビ
ア
ン
ク
ル
ー
ズ
以
外
に

も
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ク
ル
ー
ズ

ラ
イ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
ク
ル
ー
ズ
会
社
の
ツ
ア

ー
が
催
行
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
お
気

に
入
り
の
ク
ル
ー
ズ
旅
行
を
ご

計
画
い
た
だ
け
ま
す
。
船
の
上

に
い
な
が
ら
贅
沢
空
間
を
味
わ

い
、
寄
港
地
に
も
立
ち
寄
っ
て

楽
し
め
る
ク
ル
ー
ズ
、
実
際
に

乗
船
す
れ
ば
魅
了
さ
れ
る
こ
と

間
違
い
な
し
で
す
。
次
の
ご
旅

行
に
ク
ル
ー
ズ
旅
行
は
い
か
が

で
す
か
？

︵
旅
行
会
社
ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ

ス
ク
︶amnet-usa.com
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Ｎ
Ｙ
か
ら
行
け
る
ク
ル
ー
ズ
旅
行

ロ
イ
ヤ
ル
カ
リ
ビ
ア
ン
ク
ル
ー
ズ
見
学
リ
ポ
ー
ト

　

今
回
は
世
界
中
で
使
わ
れ
、

心
理
学
研
究
に
よ
り
、
気
分
・

不
安
症
状
の
軽
減
や
情
緒
の
安

定
、
痛
み
の
緩
和
、
記
憶
力
・

集
中
力
の
ア
ッ
プ
、
ま
た
創
造

性
や
共
感
性
を
高
め
る
効
果
が

実
証
さ
れ
て
い
る
﹁
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
﹂
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
比
較
的
複
雑
な
概
念

で
実
践
法
も
多
様
で
す
が
、
こ

こ
で
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
と
は
何

か
と
い
う
こ
と
と
、
日
常
簡
単

に
で
き
る
方
法
を
２
つ
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

﹁
今
、
こ
こ
で
の
経
験
に
、
評

価
や
判
断
を
加
え
る
こ
と
な

く
、
意
識
的
に
注
意
を
向
け
る

こ
と
﹂
を
意
味
し
ま
す
。
人
は

心
理
的
に
、
す
で
に
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
過
去
の
出
来
事
︵
自

分
の
失
敗
や
他
者
と
の
問
題
な

ど
︶
を
く
よ
く
よ
と
繰
り
返
し

考
え
、
落
ち
込
ん
だ
り
悩
ん
だ

り
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
あ

る
い
は
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い

将
来
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
考
え

心
配
し
が
ち
で
、
か
な
り
の
時

間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
ま

す
。
更
に
﹁
ま
た
失
敗
し
た
、

私
は
ダ
メ
だ
﹂、﹁
あ
の
言
い
方

っ
て
意
地
悪
﹂な
ど
の
よ
う
に
、

自
分
自
身
や
他
者
に
評
価
や
判

断
を
加
え
が
ち
で
す
。
我
々
の

思
考
と
感
情
は
密
接
に
関
係
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
に
考

え
る
と
気
分
は
悪
化
し
、
更
に

思
考
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
る
と

い
う
悪
循
環
が
起
こ
り
や
す
い

で
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で

は
そ
の
よ
う
な
自
分
の
状
態
に

気
づ
き
、
過
去
や
未
来
で
は
な

く
﹁
今
、
こ
こ
﹂
に
意
識
を
向

け
ま
す
。
そ
し
て
﹁
今
、こ
こ
﹂

に
あ
る
こ
と
を
マ
イ
ン
ド
フ
ル

に
経
験
す
る
の
で
す
。

　

例
と
し
て
﹁
食
べ
る
こ
と
﹂

を
取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
忙
し

い
日
常
で
は
あ
ま
り
味
わ
っ
た

り
せ
ず
急
い
で
食
べ
終
わ
る
こ

と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
例
え

ば
﹁
ト
マ
ト
を
食
べ
る
﹂
こ
と

に
意
識
を
向
け
、
マ
イ
ン
ド
フ

ル
に
味
わ
う
と
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
は
ト
マ
ト
の
外
観
に

注
意
を
向
け
ま
す
。﹁
鮮
や
か

な
赤
色
、柔
ら
か
く
熟
し
て
る
、

美
味
し
そ
う
﹂
な
ど
目
で
観
察

し
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
み
て

下
さ
い
。
次
に
か
ぶ
り
つ
い
た

時
の
つ
る
り
と
し
た
感
触
に
も

気
づ
き
ま
し
ょ
う
。
口
に
入
れ

た
後
は
、
あ
ふ
れ
出
る
汁
の
甘

さ
と
酸
っ
ぱ
さ
の
混
ざ
り
具

合
、
柔
ら
か
い
身
と
皮
の
歯
応

え
の
違
い
な
ど
を
意
識
し
て
味

わ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に﹁
今
、

こ
こ
﹂
に
あ
る
﹁
ト
マ
ト
を
食

べ
る
﹂
と
い
う
こ
と
に
の
み
マ

イ
ン
ド
を
向
け
、
フ
ル
に
体
験

す
る
の
で
す
。
何
か
を
食
べ
る

以
外
に
も
、
お
風
呂
に
入
る
、

公
園
を
散
歩
す
る
な
ど
、
数
限

り
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
マ

イ
ン
ド
フ
ル
に
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
、
こ
こ
、
に

意
識
を
向
け
る
こ
と
で
過
去
の

出
来
事
や
将
来
の
不
安
な
ど
に

捕
ら
わ
れ
ず
に
す
み
、
心
落
ち

着
い
た
状
態
を
保
て
ま
す
。
ま

た
五
感
を
用
い
て
色
々
な
こ
と

を
フ
ル
に
体
験
し
楽
し
め
る
こ

と
に
も
な
り
、
生
活
の
充
足
感

や
満
足
感
が
増
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
是
非
日
常
の
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
て
み
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
﹁
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
瞑
想
﹂
で
す
。
ま
ず
は

楽
な
姿
勢
で
座
り
、
全
身
の
力

を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま

す
。
軽
く
目
を
閉
じ
、
ゆ
っ
く

り
と
大
き
め
の
呼
吸
を
し
ま

す
︵
下
腹
ま
で
空
気
が
届
く
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
︶。
そ
し
て

自
分
の
呼
吸
に
意
識
を
向
け
観

察
し
ま
す
。﹁
あ
、
今
こ
れ
ぐ

ら
い
空
気
が
入
っ
て
る
、
今
出

て
る
﹂、﹁
お
腹
が
こ
れ
ぐ
ら
い

膨
ら
ん
だ
﹂
な
ど
と
意
識
し

て
、
自
分
の
呼
吸
と
そ
れ
に
伴

う
体
の
動
き
を
観
察
し
ま
す
。

そ
し
て
頭
の
中
が
、
何
も
考
え

な
い
か
ら
っ
ぽ
の
状
態
に
な
る

よ
う
意
識
し
て
下
さ
い
。
と
は

い
っ
て
も
何
ら
か
の
考
え
が

浮
か
ん
で
く
る
の
が
自
然
で

す
。﹁
明
日
も
会
議
だ
﹂、﹁
夕

飯
ど
う
し
よ
う
﹂
な
ど
と
何
か

考
え
が
よ
ぎ
っ
た
ら
、
青
い

空
に
浮
か
ぶ
雲
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
そ
れ
に
そ
の
思
考
を
乗
せ

て
流
す
よ
う
意
識
し
ま
し
ょ

う
。﹁
あ
、
こ
ん
な
考
え
が
浮

か
ん
だ
﹂
と
観
察
し
、
そ
の
都

度
そ
の
こ
と
を
考
え
始
め
る
の

で
は
な
く
、
雲
に
乗
せ
て
流
す

よ
う
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。
そ
の

ま
ま
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た

状
態
で
、
ゆ
っ
く
り
呼
吸
し
な

が
ら
２
分
間
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル

瞑
想
を
続
け
て
下
さ
い
。
こ
の

よ
う
な
心
と
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
瞑
想
を
た
っ
た
２
分
で

も
習
慣
的
に
行
う
こ
と
で
、
心

身
の
健
康
度
が
促
進
さ
れ
る
効

果
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
供
と
一
緒
に
行
う

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。Y

ou 
tube

な
ど
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル

瞑
想
を
ガ
イ
ド
す
る
動
画
が
多

く
出
て
い
ま
す
。
好
ま
し
い
も

の
を
選
ん
で
是
非
お
試
し
下
さ

い
︵
音
声
ガ
イ
ド
付
き
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
参
考
サ
イ
ト
＝

https://im
acococare.net/

m
indfulness_1/

︶。

ニューヨーク日本人教育審議会
教育文化交流センター・教育相談室　教育相談員

クリ二カルサイコロジスト  森真佐子相談員（Ph.D.）

マインドフルネスで心穏やかな日常を

 本欄への相談は

●  NY 日本人教育審議会
　教育文化交流センター
　Tel:  914-305-2411
　Fax: 914-921-0393
　info@jec-ny.org
●コメット 
　www.faminet.net/komet
　jt22461007@yahoo.co.jp

http://hinomaru-limo.com
https://www.amnet-usa.com/
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
https://imacococare.net/mindfulness_1/
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
松
山
ス
タ

ジ
オ
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

在
籍
す
る
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
７
人
の
第
２
回
目
の
グ
ル
ー

プ
展
が
１
日
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
天
理
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵
西
13
丁
目
43
番
地
Ａ) 

で
今

月
９
日
︵
水
︶
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

展
示
会
コ
ン
セ
プ
ト
は
展
示

会
場
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ

た
キ
ー
ワ
ー
ド"devotions"

を
共
通
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の

解
釈
で
表
現
し
て
い
る
。
献
身
、

真
心
、
精
進
、
礼
拝
、
没
入
と

い
っ
た
意
味
合
い
が
あ
る
。
参

加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
ば
ら

ば
ら
な
経
歴
の
持
ち
主
で
、
池

田
尚
樹
、
小
野
原
和
紀
、
川
植

隆
一
郎
、
深
谷
成
子
、
大
槻
素

子
、
増
田
裕
士
、
日
吉
拓
哉
。

　

増
田
は
モ
ン
ス
タ
ー
の
よ
う

な
自
分
に
と
っ
て
の
﹁
敵
﹂
と

思
え
る
相
手
の
気
持
ち
を
一
歩

下
が
っ
て
考
え
る
こ
と
の
必
要

性
を
問
い
か
け
る
作
品
を
２
点

出
品
し
て
い
る
。
﹁
良
い
想
像

力
と
悪
い
想
像
力
﹂
の
両
方
を

持
つ
人
間
を
表
現
し
た
。

　

小
野
原
は
歌
舞
伎
の
大
道
具

に
出
会
い
、
背
景
画
家
と
し
て

12
年
間
活
動
。
文
化
庁
選
定
保

存
技
術
保
存
会
の
講
師
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
１
年
。
新
し

い
挑
戦
と
し
て
シ
ル
ク
ス
ク
リ

ー
ン
を
手
が
け
、
流
れ
と
い
う

観
念
的
な
も
の
を
、
波
、
編
む
、

折
る
な
ど
祈
り
で
捉
え
た
。 

　

大
槻
は
東
京
造
形
大
学
で
学

士
号
と
修
士
号
を
取
得
。
誰
も

が
一
度
は
見
た
こ
と
の
あ
る
風

景
を
独
特
の
視
点
で
切
り
取

る
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
象
徴
の
ケ

ー
キ
を
大
キ
ャ
ン
バ
ス
に
花
火

を
逆
に
小
さ
い
キ
ャ
ン
バ
ス
で

表
現
し
た
違
和
感
を
表
現
。
共

に
タ
イ
ト
ル
は
﹁SC

E
N

E

﹂。

　

池
田
は
会
社
経
営
の
傍
ら

２
０
２
０
年
に
現
代
美
術
家
と

し
て
活
動
を
開
始
。﹁
何
も
考

え
な
い
で
た
ま
た
ま
絵
に
な
る

抽
象
画
だ
が
、
ど
こ
で
止
め
る

か
は
、
レ
シ
ピ
が
止
ま
る
瞬
間

が
明
確
に
分
か
る
。
Ｎ
Ｙ
に
は

壁
画
が
多
く
あ
る
の
で
作
品
は

大
き
い
方
が
強
い
と
思
う
﹂。

　

川
植
は
日
常
生
活
で
の
発
見

を
独
自
の
視
点
で
描
く
。
今
回

は
自
分
の
内
面
を
表
現
し
た
と

い
う
独
特
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

さ
ら
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
登
場

さ
せ
た
作
品
数
点
を
出
品
し
て

い
る
。
生
活
環
境
の
日
米
変
化

で
モ
チ
ー
フ
の
表
現
に
も
変
化

を
感
じ
る
そ
う
だ
。

　

深
谷
は
、
14
歳
の
時
に
ア
メ

リ
カ
へ
引
っ
越
し
た
が
感
情
を

他
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
。
し
か
し
ア
ー
ト
は
自

然
の
美
し
さ
と
作
家
自
身
の
感

情
を
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
を

可
能
と
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

信
仰
の
象
徴
で
あ
る
神
殿
の
大

作
と
日
常
の
生
活
の
中
に
あ
る

小
さ
な
幸
せ
の
光
景
を
描
く
。

　

日
吉
は
今
年
３
月
に
多
摩

美
術
大
学
卒
業
後

4
月
に

Ｎ

Ｙ

に

移

住

し

た
。

バ

イ

オ
リ
ニ
ス
ト
葉
加
瀬
太
郎
の

﹁SO
N

G
B

O
O

K

﹂
の
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
を
手
掛
け

る
な
ど
、活
動
の
場
を
広
げ
る
。

今
回
は
浮
世
絵
の
デ
ザ
イ
ン
寄

り
技
法
と
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ー
と

を
融
合
さ
せ
た
作
品
を
レ
ン
ガ

に
ス
プ
レ
ー
で
描
い
た
。
作
家

が
揃
う
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
８
月
４
日
︵
金
︶
午

後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
。︵
三
︶

devotions
松山スタジオ 7 人展

天理文化ギャラリーで

伊
藤
知
宏
が
合
同
展

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
で
11
日
か
ら

　

画
家
、
現
代
美
術
家
、
フ
ィ

ル
ム
・
メ
ー
カ
ー
の
伊
藤
知
宏

︵
い
と
う
ち
ひ
ろ
︶
が
８
月
11

日
︵
金
︶
か
ら
15
日
︵
火
︶
ま
で
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
﹁
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ズ
﹂
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
︵
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
プ
ラ

ザ
20
番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
展
に
参
加
す
る
。

　

同
展
で
は
、
写
真
と
旗
の
絵

を
使
っ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
１
つ
、
小
さ
な
絵
を
１
つ
、

伊
藤
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

詩
の
実
験
映
像︵
伊
藤
の
ほ
か
、

キ
ノ
マ
ホ
、
ハ
ン
ス
・
ウ
ル
フ

が
参
加
︶
を
展
示
す
る
。

　

作
品
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
は
８
月
３
日
か
ら
16

日
ま
で
行
わ
れ
る
。
開
廊
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.christies.

com
/en/auction/inside-

job-christie-s-new
-y

ork-
staff-art-sh

ow
-2

2
6

5
6

-
nyr/

を
参
照
す
る
。

　
展
示
作
品
の
前
で
後
列
左
か
ら
増
田
、
日
吉
、
大
槻
、
深
谷
、

前
列
左
か
ら
川
植
、
池
田
、
小
野
原
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
７
人

https://www.samuraimama.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://japanvillage.com/
tel:2122136069
https://shopnyseikatsu.com/
http://ariyoshiny.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.christies.com/en/auction/inside-job-christie-s-new-york-staff-art-show-22656-nyr/
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GRAND OPENING!
$59.99 All You Can Eat 

Sushi & Hotpot
火
鍋
と
寿
司
専
門
の
大
型
店
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
開
店

オーナーの
コニーさんから皆さまへ

「私のビジョンは、ニューヨーカー

のペースの速い多様なライフスタ

イルに対応しながら、比類のない

品質へのこだわりを維持するダイ

ニング体験です。味と文化のエキ

サイティングな融合は、すべての

ゲストをニューヨークの賑やかな

大通りから中国と日本の活気ある

食の旅にお誘いします。どうぞ皆

さまいらしてください」

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
に
中
国
の
伝
統
的
な
火
鍋

と
寿
司
を
中
心
と
し
た
革
新

的
な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
﹁R

aosu H
otpot &

 
Sushi

﹂
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店

内
で
上
質
な
料
理
の
数
々
を
一

人
59
ド
ル
99
セ
ン
ト
で
食
べ
放

題
。
ア
ン
ガ
ス
ビ
ー
フ
、
ス
ノ

ー
フ
レ
ー
ク
ビ
ー
フ
、
シ
ョ
ー

ト
リ
ブ
、
オ
イ
ス
タ
ー
、
車
海

老
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ポ
ー
ク
ベ

リ
ー
、
プ
レ
ー
リ
ー
チ
キ
ン
な

ど
の
最
高
級
の
鍋
メ
ニ
ュ
ー

と
、
寿
司
メ
ニ
ュ
ー
の
定
番
ロ

ー
ル
や
刺
身
を
堪
能
で
き
ま

す
。
伝
統
的
な
中
国
の
火
鍋
と

日
本
の
寿
司
と
の
ユ
ニ
ー
ク
な

融
合
と
言
え
ま
す
。２
０
０
席
。

１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
型
店

で
、
3
つ
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
エ
リ

ア
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
を
備

え
た
寿
司
バ
ー
、
フ
ル
バ
ー
エ

リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
る

１
５
０
０
席
の
Ｎ
Ｙ
最
大
の
中

華
宴
会
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
ロ
イ
ヤ

ル
・
ク
イ
ー
ン
﹂
や
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
上
海
料
理
店
﹁
レ
ッ
ド
・

ピ
オ
ニ
ー
﹂
を
手
が
け
た
コ
ニ

ー
・
チ
ャ
ン
が
オ
ー
ナ
ー
経
営

者
。
12
歳
で
来
米
し
た
コ
ニ
ー

さ
ん
は
、
２
０
１
４
年
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
最
初
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
オ
ー
プ
ン
し
、
以
来
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
最
も
愛
さ
れ
て
い

る
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ダ
イ
ニ
ン

グ
・
ス
ポ
ッ
ト
を
提
供
し
続
け

て
い
ま
す
。

Raosu Hotpot & Sushi
310 W 38th St, 

New York, NY 10018
営業時間 月〜金 11:30-23:00

土日 12:00-22:30
TEL 212-884-1218
https://raosu.com/

https://www.instagram.com/raosuhotpot/

https://www.instagram.com/raosuhotpot/
https://raosu.com/



